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　本日、ここにおられる薬学部薬学科232
名、大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課
程2名の入学生の皆さん、おめでとうござい
ます。心から歓迎いたします。学部学生の皆
さんが今日から大学での新しい生活を始める
ことをお慶びするとともに、充実した学生生
活を送り、卒業後は薬剤師となって社会で活
躍していくことを心から期待します。
　皆さんは今日から大学生です。自覚をもっ
て、大学生としての学習と生活をするよう努力
してください。近年、多くの大学で、入学者の学
力格差の拡大が問題になっています。私たち
の経験では、学力は大学に入ってからの努力・
意欲と主体的な学習があれば、必ず伸びてい
きます。私たちは、そういった事例をこれまでた
くさん見てきました。学習成果は「時間 × 質 × 
意欲」によって得られます。この中にある「質」
とは何でしょうか。それは主体的な学びのプロ
セスであると思います。学生のなかに「先生に
全部教えて欲しい」という態度を感じることが
あります。そのような場合、回答を提供すると
それで満足してしまうことが多いようです。こ
のような学びでは、一瞬の問題解決はあったと
しても、学力につながることはありません。どこ
が問題であるかというと、それは答えを出すこ
とだけを目的にし、問いがないからだと思いま
す。答えを出すことはもちろん大事なことです

が、それよりも「問う」ことがより大事です。問い
のない答えは意味がありません。問うことに
よって、初めて次の視点が広がっていきます。
大事なのは学習のプロセスであり、「問いかけ
ること」、「問いかけることをやめないこと」で
す。問うことによって、新たな興味が生まれ、興
味は次の問いを生み出します。これが主体的
に考える力、主体的に学ぶ力であり、皆さんの
将来の力になります。必ず、心がけてください。
　こうした努力により、皆さん一人ひとりが、
本学の教育理念である「ファーマシューティ
カル・ケアの実践を通じて地域社会ならびに
国民の健康と福祉の向上に寄与する薬剤師
の養成を図る」のなかにある「ファーマシュー
ティカル・ケアを実践」できる薬剤師になるこ
とができます。私たちが目指している薬学教
育のゴールは、あくまでも患者に責任をもっ
て薬物療法を提供できる薬剤師であり、これ
が「ファーマシューティカル・ケアの実践」で
す。皆さんが卒業する６年後の医療を取り巻
く環境は大きく変わっていると思います。しか
し、学びの原点は何も変わることがありませ
ん。しっかりした学力とプロフェッショナルと
しての高い専門性を有する薬剤師を目指し
てください。私たちの学校法人は、学園の
100周年に向けたブランドビジョンを策定
し、そのなかで「基盤能力と専門性を有する

平成26年度 入学宣誓式告辞

人材育成」を謳いました。まさに皆さんが目指
すべき薬剤師像です。
　皆さんもご存知のように、来年度から北海道
薬科大学は小樽市桂岡から、札幌市手稲区前
田へキャンパスを移転します。開学して約40
年を経て、校舎の老朽化が進んだことに加え、
今後の学園と大学の発展を見越しての判断で
す。大学の歴史のなかで最も大きな事業であ
り、大きな転換期ではありますが、新しい地で、
新しいキャンパスで、私たちと一緒にすばらし
い校風をもったよい大学を作りましょう。
　最後になりましたが、本日はご多用中にも
かかわらず、本学の設置母体である学校法人
北海道科学大学の西理事長および役員の皆
さま、学校法人北海道科学大学設置の学長、
校長の皆さま、北海道薬剤師会の代表の皆
さま、北海道薬科大学同窓会、北海道薬科大
学父母後援会の代表の皆さま、そして多くの
ご父母の皆さまのご臨席をいただき、このよ
うに盛大に入学宣誓式を挙行できました。誠
にありがとうございます。心よりお礼を申し上
げます。皆さまにも本日入学された新入生の
今後を見守っていただければと思います。そ
して、新入生の皆さんは、本日ご臨席いただ
いたご父母、ご来賓の皆さまの期待に応え、
国民の健康と福祉に貢献できる薬剤師を目
指してください。

キャンパス移転情報
　平成27年4月の前田キャンパス（札幌市手
稲区）への移転に向けて、北海道薬科大学A
棟（共用講義棟）〈平成26年5月竣工〉および
北海道薬科大学B棟（研究棟）〈平成26年10
月竣工予定〉の建設が進んでいます。

　キャンパス移転により、北海道科学大学の教育資源との連携を図ることで、よりいっそ
う充実した教育環境を提供できることとなります。適切なカリキュラムにより、健全なも
のの見方・考え方から科学的にものをとらえる力を身に付けた、優れた薬剤師の育成を
進めていきたいと考えています。

北海道科学大学の教育資源との連携による、より充実した教育

平成26年度の入学宣誓式を4月4日（金）に挙行し、薬学部薬学科232名、大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課程2名が入学しました。ここに、
入学式での学長告辞の全文を掲載します。

北海道薬科大学A棟（共用講義棟） 1階エントランス

北海道薬科大学A棟（共用講義棟） 大講義室

北海道薬科大学　学長　 渡辺 泰裕
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平成25年度 学位記授与式を挙行
　平成26年3月15日（土）、札幌ガーデンパ
レスにおいて平成25年度学位記授与式を挙
行し、大学院修了生2名と学部卒業生170名
に対し学位記を授与しました。大学院に関し
ては6年制施行にともない博士課程が4年間
の臨床薬学専攻となっていることから、博士
後期課程生物薬学専攻としては最後の修了
生となりました。
　学位記授与に続いて学長表彰を行いまし
た。学業・学術面において優れた評価を受け
た大学院薬学研究科生物薬学専攻博士後
期課程の五十嵐将樹君、佐藤恵亮君、および

学部薬学科の松崎円香さん、菅原久美子さ
ん、角谷直志君、自己研鑽および他の学生の
指導など本学学生の模範となる学生生活を
送った鵜野竜馬君に、それぞれ表彰状と記念
品を贈呈しました。学長告辞、来賓祝辞、卒
業生答辞の後、修了生・卒業生が全員で社会
へ巣立つ薬剤師として宣誓を行いました。
　授与式終了後は立食形式の卒業祝賀パー
ティーを開催し、多くの卒業生とご父母が参
加しました。パーティーの開催にあたり、渡辺
泰裕学長、髙橋雅也桂青会委員長よりお祝
いのことばが送られた後、唐澤豪貴同窓会会

長の乾杯でパーティーはスタートし、会場は
おおいに賑わいました。最後に卒業生代表の
菅原久美子さんの挨拶のことばと、渡辺一弘
副学長による激励のことばで、パーティーは
盛会のうちに終了しました。

学生部長表彰授与
　平成26年3月15日（土）、学位記授与式に
先立ち、札幌ガーデンパレスにおいて学生部
長表彰の授与式を行いました。今回の受賞者
は6年の阿部なつきさんと小本健博君でした。
　阿部なつきさんは、日本薬学会第3回全国
学生ワークショップに本学代表として参加し
ワークショップの成功に大きく貢献するなど、
6年間にわたり桂青会の中心的役割を果たし
ました。小本健博君は日本薬学会第133年
会におけるポスター発表「薬剤師のタバコに

関する調査」で優秀発表賞を受賞しました。
両名とも、その業績が本学の名誉を著しく高
めたと認められ、学生部長表彰にふさわしい

と評価されて、黒澤学生部長から表彰状およ
び記念品が手渡されました。

受賞した小本健博君受賞した阿部なつきさん

平成25年度 「大和田賞」授与
　平成26年3月15日（土）の学位記授与式
内で、第2回大和田賞の授与式を行いまし
た。大和田賞は大和田榮治前学長からのご
寄付により、平成24～29年度の6年間にわ

たり、卒業生のうち6年次の総合演習の成績
上位者2名に対して、各10万円の奨学褒賞
金を授与する奨学褒賞です。25年度は浅水
駿充君、角谷直志君が受賞しました。

左から浅水駿充君、角谷直志君

本学学生が日本薬学会で優秀発表賞を受賞
　平成26年3月27日（木）～30日（日）に、日
本薬学会第134年会が熊本で開催され、本
学大学院博士課程3年（現本学助教）の佐藤
恵亮君が「グリコールアルデヒド誘導細胞傷
害に対する転写因子Nrf2の防御的役割」の

タイトルで優秀発表賞を受賞しました。佐藤
君は丹保好子教授の指導のもとで糖化反応
生成物と糖尿病との関連性について研究を
行い、その成果が評価されました。
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6氏に博士学位を授与
　五十嵐将樹氏、佐藤恵亮氏、高橋恒久氏、樋浦一哉氏、本郷文教氏、守屋寛之氏が本学の博士（薬学）を取得しました。課程博士を取得
した五十嵐氏、佐藤氏には平成26年3月15日（土）に挙行した学位記授与式で、論文博士の高橋氏、樋浦氏、本郷氏、守屋氏には3月14
日（金）に会議室において授与しました。6氏の論文題目と概要は次のとおりです。

「薬物乱用防止キャンペーン」に参加
　平成26年3月9日（日）に、札幌薬剤師会と
FMラジオ局AIR-G'共同主催の「第8回 薬物
乱用防止キャンペーン～ひとつの命を大切
に～」がサッポロファクトリー・アトリウムで
開催され、本学から桂青会薬物乱用防止局
をはじめとする学生18名が参加しました。
「北海道薬科大学コーナー」のイベントブー
スでは、薬用入浴剤づくりや、色水を使った
注射剤づくり、お菓子を使った粉砕調剤など

の模擬体験実習を実施しました。ステージ上
では、鉄剤と緑茶を一緒に飲んではいけない
理由を理解するための実験やダンス部による

華麗なショー、クイズ大会などを行いました。
多くの子供たちが参加し、たいへんな賑わい
をみせていました。

模擬体験実習のようす賑わうブースのようす

ジャワ島産紅茶の
糖質吸収抑制効果に関する研究
　2型糖尿病の予防・進展抑制に有用とされる紅茶
（JAT）の糖質吸収に及ぼす影響について検討しま
した。その結果、JATはα-アミラーゼおよびグル
コーストランスポーター活性に影響与えず、α-グル
コシダーゼ活性を非競合的に阻害することを見出
し、モデル動物の糖負荷試験ではJATの耐糖能改
善作用を明らかにしました。以上、JATは食直後の
血糖値上昇を是正する機能性食品素材として有用
と考えられました。また、JATの薬物代謝酵素CYP
活性に対する影響を包括的に検討した結果、影響は
僅かでありました。これらの研究成果は、経験的な紅
茶の保健効果を科学的に実証するもので、医薬品と
の併用における有益な情報を与えるものです。

論文題目

五十嵐 将樹  氏

グリコールアルデヒドによる小胞体ストレス
誘導性アポトーシスに関する研究
　糖尿病性神経障害には、糖化反応の亢進が関与
していると考えられています。糖化反応生成物であ
るグリコールアルデヒド（GA）が神経細胞に及ぼす
影響について検討しました。その結果、GAによる細
胞傷害は、他の糖化反応生成物に比べて強いことが
明らかになりました。また、GAは小胞体ストレス誘
導性アポトーシスを引き起こすことを見出しました。
さらに、GAによる細胞傷害に対し、ストレス応答機
構であるKeap1/Nrf2システムが防御的役割を果
たしていることが明らかになりました。これらの成果
は、糖尿病性神経障害の機構解明や新たな治療薬
の開発に貢献するものです。

論文題目

佐藤 恵亮  氏

エゾウコギの食－薬間相互作用
および糖質吸収抑制作用に関する研究
　北海道の希少な薬用資源であるエゾウコギエキ
ス（ASE）が関与する食－薬間相互作用の機序解明
のため、各種薬物動態規定因子に対する影響を検
討しました。その結果、ASEのP-糖タンパク質およ
びCYP3A4活性に対する阻害を明らかにし、これら
に起因する相互作用の回避手段についても提示し
ました。また、ASEのさらなる有効活用を目指し、小
腸α-グルコシダーゼおよびグルコーストランスポー
ター活性に対する影響を調べました。その結果、
ASEに両活性の阻害を認め、2型糖尿病モデル動
物の糖負荷後血糖値の上昇も抑制したことから、
ASEは食後高血糖を是正する機能性食品素材とし
て有用であることを明らかにしました。

論文題目

高橋 恒久  氏

関節リウマチにおける
血清バイオマーカーに関する研究
　関節リウマチ（RA）の診断ならびに治療上の問題
点の解決に寄与することを目的として行われた研究で
す。その結果、RA診断において客観的に評価できる
血清バイオマーカーの組み合わせを提案し、また早期
診断において、現在保険適用されているマーカー（抗
CCP抗体）が陰性の場合でもRAと確定診断される可
能性が高いバイオマーカーの組合せを見出しました。
さらに生物学的製剤であるエタネルセプト（ETN）が
週1回投与でも週2回投与と同程度の治療効果を示
すことを明らかにするとともに、ETN投与時の血清中
腫瘍壊死因子（TNF）α量と治療効果の関係について
新たな考察を加えました。これらの結果は、RAの診断
ならびに治療の一助になり得るものです。

論文題目

樋浦 一哉  氏

生活習慣病改善薬の
使用実態解析による薬物療法の適正化
　医薬品適正使用に貢献する情報の構築を目的として、
医薬品の使用実態を解析しました。その結果、メトホルミ
ンは高齢者であってもクレアチニンクリアランス（CCr）
低下や肝機能障害が認められなければ、有用かつ安全
に使用できることを明らかにしました。さらに、インスリン
注入器の変更は必ずしも利便性と血糖コントロールに
寄与していないことを指摘し、患者状況の把握ときめ細
やかな療養指導およびフォローアップの必要性を示しま
した。フェブキソスタットは重度腎機能低下患者において
も、腎機能に応じた用量調節をすることなく軽中等度腎
機能低下患者と同様に使用可能であることを新たに明
らかにしました。これらの研究成果は、生活習慣病改善の
薬物療法の適正化に重要な情報をもたらすものです。

論文題目

本郷 文教  氏

薬剤師業務におけるゲノム情報に
基づいた個別化医療の発展に関する研究
　UGT1A1遺伝子変異について、健常人における
血清ビリルビン値の変動について検討し、血清総ビ
リルビン値は、UGT1A1遺伝子変異のホモ接合体だ
けでなく、*1/*28や*6/*28のようなヘテロ接合体に
よっても高くなることを示しました。また、婦人科がん
患者におけるCPT-11の低用量レジメンによる重篤
な好中球減少発現の個人差について検証し、
CPT-11により引き起こされる重篤な好中球減少の
発現にUGT1A1の*6/*6および*6/*28が関与するこ
とを示しました。これらの研究成果は、ゲノム情報に
基づいた個別化医療の充実に大きく寄与するもので
あり、今後の薬剤師業務の発展に貢献するものです。

論文題目

守屋 寛之  氏
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平成26年度 新入生一泊オリエンテーションを実施
　平成26年4月8日（火）、9日（水）、ガトーキ
ングダム札幌において新入生一泊オリエン
テーションを実施しました。本行事は、新入
生がクラス担任、学生同士との親睦を深める
とともに、これから始まる大学生活への不安
を和らげ、スムーズに大学生活に入れるよう
になることを目的としています。 
　本年度は、2～6年の学部生20名のファシ
リテーター（進行役）を中心に、和やかな雰囲
気のなかでスムーズに全体が進行しました。
特に夕食後のフリートークタイムは、今年度
はあらかじめ夕食時にどんな話ができるかを
アナウンスし、新入生と学生ファシリテーター
のみの参加としたところ、半数以上の新入生
が参加し、会場が狭く感じるほどでした。ま

た、2日目のワークの内容を一部入れ替える
など新しい試みもみられ、年々進化している
ことが実感できます。 　
　参加した新入生からは「誰も知り合いがい
ないなかで友達ができるか不安だったが、ク
ラスの人たちが良い人ばかりでよかった」、
「クラスの人たちのほか、名刺交換会で違うク
ラスの人たちと友達になれた」、「先輩の生の
声が聞けて、大学生活の不安が少し和らい
だ」といったコメントをもらいました。教員か
らは「学生のようすがわかるので、今後対応し
やすい」、「学生主体の行事として定着してき
たと思う」といった意見が聞こえました。また
学生ファシリテーターからは「初めは緊張し
ていた新入生が、だんだん打ち解けてくるよ

うすが見られてうれしい」、「人前で話す機会
が今までなかったので、このようなイベントに
参加できてよかった」といった感想もありまし
た。参加者全員にとって意義のある行事とな
りました。今後さらに充実したイベントにして
いきたいと思います。

平成26年度 新入生対象講演会・歓迎会を開催
　平成26年4月12日（土）、新入生を対象に
講演会を開催しました。第一部は、山形県天
童市のおいのもり調剤薬局よりお招きした加
藤敦先生による「喫煙と健康被害について」
でした。加藤先生には、タバコの害や薬剤師
による禁煙支援のあり方、さらに薬剤師業務
に留まらない社会活動の魅力と意義につい
て、多くの画像とともにユーモアを交えなが
らご講演いただきました。講演の最後の「わず
かな日々の進歩が6年後に大きな差を生む」
というメッセージは、学生に深く印象づけら
れたようです。
　第二部は、北海道警察本部刑事部組織犯
罪対策局薬物銃器対策課の石川英明警部補

による「白い粉の恐怖～薬物乱用の実態～」
という講演でした。規制薬物の恐ろしさ、最近
問題になっている脱法ドラッグの危険性など
をわかりやすく説明していただきました。第一
部、第二部ともに薬学生としての意識が高め
られる講演でした。

　同日午後からは、桂青館で桂青会主催の
新入生歓迎会が賑やかに行われました。新入
部員を獲得しようと各部、各サークルでそれ
ぞれ趣向を凝らした発表などを行い、盛況の
うちに歓迎会は終了しました。 

歓迎会のようす講演会第一部のようす

大学院研究奨励生、学校法人北海道科学大学奨学生、
本学奨学生が決定
　平成26年度の大学院研究奨励生、学校法
人北海道科学大学奨学生および本学奨学生
が決定し、平成26年5月8日（木）に証書授与
式を行いました。
　大学院生には、博士課程5名に研究奨励金
としてそれぞれ45万円を給付しました。学部

生については、前年度に優秀な成績を収めた
2～6年生各4名に対し、学校法人北海道科
学大学奨学生としてそれぞれ24万円、各10
名に対し本学奨学生としてそれぞれ12万円
を給付しました。なお、学部1年生の奨学生は
前期の成績に基づき10月頃に決定します。
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平成26年度 就職相談会を開催
　平成26年度就職相談会を4月18日（金）に
桂青館、314演習室、319・419実習室におい
て、北海道内外の病院（101）、薬局（107）、
製薬企業・医薬品卸・行政機関（21）、計229
社の採用担当者のご参加のもと開催しまし
た。11時から学生食堂において採用担当者と
教員による会食形式の昼食会が行われた後、
12時15分より502教室において渡辺泰裕学
長、和田浩二就職部長の挨拶に始まるオリエ
ンテーション、12時40分から15時40分まで
ブースにおいて学生との個別面談が行われ、
学生は採用担当者より採用条件、職務内容、
就職試験や勤務地などの詳細な情報を収集
しました。学生の参加者は6年生184名でし
た。キャリア教育の一環として、3年生6名、4
年生69名、5年生115名が見学体験や情報
収集のため相談会に参加しました。
　就職相談会終了後は、19時より札幌ガー
デンパレスにおいて、社会で活躍する同窓生
からより多くの情報を収集することを目的と

した北薬会（北海道薬科大学同窓会）主催の
第23回卒業生・在学生合同懇話会が開催さ
れました。唐澤豪貴同窓会長と渡辺泰裕学
長の挨拶で始まった合同懇親会には、調剤薬
局、病院、医薬品卸、薬事・衛生関連企業およ
び製薬会社などに勤務する同窓生116名、
在学生200名、教職員52名の総勢368名が
参加し、過去最高の参加者数となりました。
在学生は先輩たちを取り囲んで、仕事の具体
的な内容や就職活動のポイントなどについて
熱心に質問をし、終了予定時刻を過ぎても語
り合う光景が見られました。また、教員は在学
生と同窓生の橋渡し役として参加しました。
　なお、2016年卒業予定の学生より採用選
考活動の広報活動は卒業前年度の3月1日
以降、選考活動は卒業年度の8月1日以降の
開始に変更になったことを受け、例年開催し
ている12月には6年生の多くは内定している
と予想されることから、今年度の就職相談会
は今回の１回のみとなります。

合同懇話会のようす

就職相談会のようす

本学学生が
SOGO学術委員懸賞論文優秀賞を受賞
　平成26年5月8日（木）に、学生部長表彰の
授与式を行いました。
　今回の受賞者は、第1回SOGO学術委員
会学生懸賞論文において優秀賞を受賞した
6年の水谷彰史君です。この論文賞は薬学、
看護学、臨床検査学等の医療を学ぶ学生を
対象としており、今回の募集テーマは「くすり

の未来」でした。水谷君は「薬で創る七色の未
来」というタイトルで、薬の飲み忘れや副作用
発現を防ぐための「センサー薬」の開発を提
案し、高い評価を受けました。
　水谷君はこの業績によって、本学の名誉を
著しく高めたと認められました。表彰式では、
表彰状および記念品が手渡されました。

平成26年度 SDA総会
および交通安全講習会を開催
　平成26年4月24日（木）に、平成26年度
SDA（Safety Drive Association＝安全運
転者の会）総会および交通安全講習会が開
催され、学生と教職員231名が参加しまし
た。平成25年度決算と平成26年度予算が

承認された後、「セーフティラリー北海道
2014」の紹介と参加申込案内が行われまし
た。引き続き、小樽警察署の久保栄二 警部補
による交通安全講習会が開催されました。　

左から丹保学生部長、表彰された水谷君、クラス担任の桜井教授
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平成26年度 薬剤師生涯研修プログラム

「北海道薬学実務実習フォーラム2014」を開催
　平成26年4月13日（日）、北海道地区調整
機構、北海道薬剤師会、北海道病院薬剤師
会、札幌医科大学および道内薬系3大学の
共催で「北海道薬学実務実習フォーラム
2014」を開催しました。
　本フォーラムは、6年制薬学部の実務実習

の改善・整備を目的に、調整機構、受入施設
および大学がそれぞれの取り組み内容を報
告し、より実りある実習の実現を目指すもの
です。今回は、薬学教育を取り巻く現状と課
題として、平成27年度改訂となる薬学教育
モデル・コアカリキュラムの概要について報

告を行いました。総合討論では、実際に学生
を受け入れている施設からの質問や要望に
対し、活発な意見が交わされました。

H26/6/22（日） サテライトキャンパス患者さんの行動が変わるコミュニケーション
～健康行動理論を活用しよう～ 201

薬剤師
アップトゥデート

講座

薬剤師
教育研修会（　　）

小樽掖済会病院 院　長 佐々木 一晃
北海道薬科大学 教　授 早勢 伸正
北海道薬科大学 教　授 加納 誠一朗
北海道薬科大学 准教授 坂東　勉
北海道薬科大学 助　教 藤本 哲也

薬剤師
スキルアップ
講座

病態・薬物治療
フォローアップ

講座

H26/7/27（日） 北海道薬科大学バイタルサインの測定と症例検討 20

北海道薬科大学 准教授 大滝 康一 

2

北海道薬科大学 准教授 野呂瀬 崇彦

H26/11/21（金） サテライトキャンパス漢方薬と婦人科疾患に関連した
テーマを予定しています -4

（113） 札幌マタニティ・ウイメンズホスピタル  八重樫 稔

H26/9/6（土） ビッツアークホテル
（北見市）

在宅医療に関連した
テーマを予定しています -3

（112） 開生薬局  手嶋 無限

H26/7/11（金） サテライトキャンパス期待される
薬剤師の職能と薬局の機能 -2

（111） 東京都薬剤師会 会　長 山本 信夫

H26/5/23（金） サテライトキャンパス末期がん患者の心のケア
～患者とのコミュニケーション～ -1

（110） 宝塚市立病院緩和ケア病棟 　チャプレン・カウンセラー 　沼野 尚美

H26/10/4（土） サテライトキャンパス妊娠と喘息
産科領域における医薬品情報提供 501

H26/8/24（日） 北海道薬科大学インターネットを利用した
医薬品情報の収集と加工 203 北海道薬科大学 准教授 大滝 康一

北海道薬科大学 教　授 佐藤 秀紀

上越地域医療センター病院 薬局長 宮川 哲也
北海道薬科大学 教　授 早勢 伸正
北海道薬科大学 准教授 坂東　勉
北海道薬科大学 講　師 伊東 佳美

H26/10/26（日） 北海道薬科大学薬剤師のためのフィジカル・アセスメント
～褥瘡外用療法の知識と技術～ 205

H26/11/30（日） サテライトキャンパス在宅における緩和ケア（仮題） 206 外部講師  予定
北海道薬科大学 教　授 古田 精一

H26/9/28（日） 北海道薬科大学いざという時の救命救急法
～心肺蘇生法とAEDの使い方～ 204

北海道薬科大学 准教授 立浪 良介
北海道薬科大学 教　授 丹保 好子
北海道薬科大学 准教授 村岡 早苗

H26/12/13（土） サテライトキャンパス
経口抗がん剤のマネジメント
経口抗がん剤治療への薬剤師の介入
～薬剤師外来より～介入事例紹介

503
国立がん研究センター東病院　乳腺・腫瘍内科 医　員 松原 伸晃
国立がん研究センター東病院　薬剤部 主　任 松井 礼子
国立がん研究センター東病院　薬剤部  川澄 賢司

天使病院　呼吸器内科 科　長 児玉 奈津子
天使病院　薬剤部 主　任 相馬 まゆ子 

H26/11/8（土） サテライトキャンパス認知症に関連するテーマを予定しています
認知症を“耕す”～私の「臨床」ノート 502 藤代健生病院 名誉院長 牧口 幸一

藤代健生病院　薬剤部  石田　悟 

H27/1/17（土） サテライトキャンパス504 萬田記念病院 内科部長 種田 紳二
萬田記念病院 薬剤部長 中野 玲子 糖尿病に関連したテーマを予定しています

H27/2/7（土） サテライトキャンパス505 手稲渓仁会病院 腎臓内科部長 滝沢 英毅
手稲渓仁会病院　薬剤部  小島 雅和 

CKD（慢性腎臓病）に関連した
テーマを予定しています

H27/3/7（土） サテライトキャンパス506 旭川医科大学　循環器科  予定循環器系疾患に関連した
テーマを予定しています

講座名 会　場受講
定数開催日講　師内　容回数

　北海道薬科大学は平成20年度より薬剤師生涯研修プロバイダーとしての認定を受けています。平成26年度の研修プログラムが下記のとおり
決まりました。研修プログラムは、薬剤師業務に関わるタイムリーなテーマを扱うアップトゥデート講座、薬剤師が必要とする基本的な技能を実
習・演習形式で学ぶスキルアップ講座、疾病ごとの病態生理と薬物治療を系統的に学ぶフォローアップ講座からなり、薬剤師実務を支援する内容
となっています。詳細については本学ホームページ（http://www.hokuyakudai.ac.jp）の「生涯研修」をご参照ください。

●平成26年度 開催講座予定
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　平成25年度のGood Lecturer賞の受賞者が決定しました。Good Lecturer賞は、前・後期の
最終授業アンケート時に、良い授業を提供していると思う教員を在学生が投票した結果で決まり
ます。受賞者と主な担当科目は以下のとおりです。受賞者の授業を新任教員に参観してもらうな
どして、授業改善につなげていきます。

平成25年度 Good Lecturer賞受賞者 平成25年度 卒業生就職状況

●Good Lecturer賞受賞者および主な担当科目一覧

　日付変更線を通り19時間前へ。ハワイに到
着し、飛行機を降りると、日本とは違うお洒落
な風景。甘い香り。そして気温の違い。目に映
るもの、耳に入る音、すべてが新鮮でした。出
発前の私は「英語が苦手なのに2週間も異国
の地で生活できるのか？」と不安ばかりでした
が、一歩ハワイに足を踏み入れると、気分が高
揚し、これから始まる生活や研修が楽しみに
変わっていました。時差を感じることもなく、私
は米国の紙幣・硬貨を初めて使用し、買い物を
楽しんでいました。同時に、聞き慣れない英語
が耳に入り、動揺している自分もいました。
　ハワイ大学での授業はROB先生がすべて
英語で行います。私は「少しは日本語が通じ
るだろう。何かあったら引率の先生がフォ
ローしてくれるだろう」と浅はかな気持ちで
授業を受けていましが、これは語学を学ぶた
めの研修。自分自身で英語を聞き取り、話さ
なければ意味がないので、大きな課題となり
ました。「ROB先生が何を話しているのか理
解したい」と思い、必死に耳を傾け、解る単語
を繋げることで少しずつ理解できるようにな
りました。より話の内容を理解するためには、
体の動きや口の動き、表情を観察することが
大切でした。また、国際交流の機会も与えら
れ、現地の学生さんと50分間会話を楽しむと
のことでした。「会話が成り立つだろうか。聞
き取れるだろうか」等、不安でしたが、学生さ
んは言葉が伝わりやすいようにゆっくり話し、
理解しやすいように、文字や絵にするなど工

夫してくれていました。私も「間違っていたと
しても、少しでも伝わって欲しい」という思い
から、自然に単語を発し、身体でも表現してい
ました。時々話が噛み合わないこともありまし
たが、会話できることの喜びや楽しさを感じ
られるようになりました。
　植物園では、ハワイ独自の植物の効能を詳
しく教えていただいたり、実際に葉を試食し
たりと、五感すべてを使い、皆、和気あいあい
と見学できました。
　私にはもともと米国での薬剤師の存在意義
について関心がありました。実際に病院・薬局
を見学してみると、日本の薬剤師との違いに
驚きました。米国の薬局には薬剤師のほかに、
調剤助手が存在していて、この調剤助手が処
方箋の受付、ピッキング、薬剤の調整などの細
かい作業を行います。そのため、薬剤師は、患
者のモニタリング、服薬指導、調剤助手が調
整した薬剤の監査、処方箋に疑問がある場合
は医師への疑義照会を行うなど、より薬剤師
らしい業務を果たしていました。また、米国の
病院では、処方ミスを減らし、安全性を高める
ために、患者の手首とすべての薬剤にバー
コードを付けることで管理を行っていました。
何より、薬剤師が予防接種を行えるなど、同じ
薬剤師でも、国によってこんなにスキルが違う
ものなのかと実感しました。その一方で、米国
では薬が足りなくなることがよくあるそうで
す。私は、どうしてそのようなことが起きてしま
うかを知るため、日本と米国の医療制度の違

いについて調べてみたいと思いました。
　さまざまな経験をさせていただきながら、ハ
ワイ観光も思い切り楽しみました。慣れないバ
スでの移動。ハプニングもたくさんありました
が、ダイアモンドヘッド、ワイキキ・ビーチなど
ハワイを代表する観光名所にはたどり着くこ
とができました。想像以上に治安が良く、出会
う人も明るく親切なので、安心して過ごせまし
た。どうなることかと思っていた語学研修でし
たが、毎日が充実していて、あっという間に卒
業式を迎えました。最後のスピーチを終えた
時は、とても達成感がありました。ハワイで出
会えた人々、一緒に留学できた仲間や先生に
支えられ、とても有意義な時間を過ごすことが
できました。素晴らしい経験をさせてくれた家
族には感謝しています。言語に関わらず、話
す・聞く・感じ取る・伝えるということを大切に
し、コミュニケーションスキルを向上させてい
きたいと思います。この思いや経験を忘れず、
これからの自分に生かしていきたいです。
　ROB先生がくれたRACHELという名前は
一生の宝物です。

Hoomanao mau ～永遠の思い出 ハワイ語学研修報告書～

前  期
教員名 担当科目

学年

1年
2年
3年
4年
5年

髙橋 夏子　講師
村岡 早苗　准教授
丹保 好子　教授
坂東　勉 　准教授
山下 美妃　准教授

生物学I
生化学Ⅱ
公衆・環境衛生学
臨床薬理学
処方解析学

後  期
教員名 担当科目

鈴木 裕治　講師
金田 京介　講師
山下 美妃　准教授
猪爪 信夫   教授

有機化学I
有機化学Ⅲ
薬物治療学I
臨床薬物動態学I

　平成25年度卒業生の就職状況について、
次のとおりご報告します。

●平成25年度卒業生就職状況

項　目 人　数 %
就 職 希 望 者 106 ̶
病院
薬局
製薬企業
医薬品卸
血液センター
公務員

53
49
1
1
0
2

50.0%
46.3%
0.9%
0.9%
0.0%
1.9%

就
職
先
業
種

就職者合計 106 100%

4年　三浦 莉奈
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　本年度4月1日付けで基礎生命科学分野
の准教授として赴任いたしました若命浩二
と申します。私は1991年3月に本学を卒業
した14期生です。学部卒業後は本学大学院
に進学し、生薬学教室にて鹿野美弘教授の
ご指導の下、生薬成分の生体内動態の解析
などの研究を行いました。
　その後、民間企業の研究所に勤務し、主に
天然物の有効利用と製品化のための研究活
動に従事してきました。そのようななかで、獨
協医科大学生化学講座（松崎茂教授）の研
究生となり2000年に「Ⅰ型糖尿病モデル
ラットに対する担子菌エキスの効果」で医学
博士号を取得いたしました。その後、共同研
究をしていた大阪大学医学部伊藤壽記教授
の紹介で2006年から約1年間テキサス州
立大学医学部ヒューストン校に留学いたし
ました。

　テキサス大学は「MDアンダーソンがんセ
ンター」を附属病院に有し、なかでもヒュー
ストンのメディカルセンターは全米最大規
模を誇ります。そこでは、直属の指導教官で
あったAnil.D.Kulkarni外科学教授のもと、
NASAジョンソンスペースセンターとの研究
交流の一環として行われていた細胞や動物
を用いた微重力ストレスモデル（スペースフ
ライトモデル）の研究に携わりました。帰国
後の新しいテーマの一つとしては、東京医科
歯科大難治疾患研究所の清水重臣教授の
ご指導のもとオートファジー活性のある天
然物の探索の研究を行いました。本研究
テーマは2013年の農水研究推進事業に採
択され、研究は継続しております。
　現在、私は微生物学、サプリメント概説の
講義のほかに、微生物関連の薬学実習など
を担当しております。特に微生物学は薬剤師

の知識の基礎を固めるうえでも必須となり
ます。私のこれまでのバックグラウンドは必
ずしも臨床現場に直結した薬剤師業務では
ありませんでしたが、私の経験がこれからの
グローバル化社会に向けての幅広い薬剤師
養成に役立てられればと思っております。今
後ともご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い
いたします。

生命科学分野　准教授　若命 浩二赴任のご挨拶

　本年度4月1日付で公衆衛生学分野に助
教として赴任いたしました佐藤恵亮と申し
ます。私は道東にある斜里町で産まれ育
ち、網走南ヶ丘高校を卒業後、本学に入学
しました。平成21年3月に本学を32期生と
して卒業しました。その後、本学大学院臨
床薬学専攻修士課程、生物薬学専攻博士
課程へと進学し、公衆衛生学分野の丹保好
子教授の指導のもと、研究を一から教わり
ました。大学院の5年間は、糖化反応生成
物と糖尿病との関連性について明らかにす
るために、細胞傷害や細胞応答機構に関す
る研究を行い、その成果を論文や学会を通
じて発表してきました。さらに、研究に関す
ることだけではなく、後輩の育成やコミュニ
ケーション力など研究を円滑に行うための
スキルについても学びました。
　これからは、大学院5年間で学んだこと
を生かし、健康や疾病予防の一助となる研
究成果を挙げ、論文や学会発表を通じて

発信していきたいと考えています。また、大
学院生時代には実務研修や調剤薬局での
アルバイトを通じて薬剤師としての経験を
重ね、臨床現場でしか得ることのできない
ことを学びました。基礎研究のみならず、
臨床現場で得た経験を在学生に伝え、少
しでも力になれるよう努力していきたいと
思います。
　今年度の講義は、公衆環境衛生学、実習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ、実務実習事前学習Ⅰ、アーリーエ
クスポージャーを担当します。薬剤師法第
1条において、薬剤師の職務として公衆衛
生の向上が明記されています。公衆衛生の
向上とは「地域住民の健康の保持・向上」の
ことを意味します。公衆環境衛生学は、国
民の健康を守り疾病を予防するために、基
礎的領域と医療的領域を結ぶ学問です。生
活習慣病が増加している日本では、薬によ
る治療だけではなく、病気にならないため
の予防医療に積極的に取り組む必要があ

り、薬剤師は医薬品に関することだけでは
なく、飲料水や食品についても学ぶ必要が
あり、公衆環境衛生学は非常に重要です。
その重要性を伝えられるような教育活動を
行っていきたいと考えています。
　研究者としても大学教員としても未熟で
すが、母校である北海道薬科大学のさらな
る発展に貢献できるように全力で取り組ん
でいきます。今後ともご指導ご鞭撻をよろ
しくお願い申し上げます。

公衆衛生学分野　助教　佐藤 恵亮赴任のご挨拶
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平成26年度 科学研究費補助金
　文部科学省および日本学術振興会から、平成26年度の科学研究費補助金の交付内定が通知されました。内定者および研究課題名は次のとおりです。

◇教員
●採用（平成26年4月1日付）

教　授　大野拓恵（基礎教育系人文社会・体育学分野）
准教授　若命浩二（基礎薬学系生命科学分野）
講　師　武田香陽子（薬学教育系薬学教育分野）
講　師　中田章史（基礎薬学系生命科学分野）
助　教　佐藤恵亮（応用薬学系公衆衛生学分野）
助　教　三原義広（基礎薬学系医薬科学分野）

●昇格（平成26年4月1日付）

教　授　石突　諭（薬学教育系薬学教育分野）
准教授　髙栗　郷（応用薬学系薬理学分野）
准教授　立浪良介（応用薬学系公衆衛生学分野）

●退職（平成26年3月31日付）

准教授　岡﨑光洋（社会薬学系医薬情報解析学分野）
講　師　小林弘幸（薬学教育系薬学教育分野）

●転入（平成26年4月1日付）

学生課就職係主事　菅原由子
（北科大、就職課主事から）

管理課主事　向田一雄
（北科大、学術情報課主事から）

●配置換え（平成26年4月1日付）

学生課学生係主事　尾﨑友実
（学生課就職係から）

管理課主事　麻生誠一朗
（北科大、学術情報課主事へ）

学生課主事　菅原久恵
（高校、総務課主事へ）

●系・分野変更（平成26年4月1日付）

副学長・教授　渡辺一弘（応用薬学系薬剤学分野へ）
教　授　丁野純男（応用薬学系薬剤学分野へ）
講　師　佐藤隆司（応用薬学系薬剤学分野へ）
講　師　髙橋夏子（応用薬学系薬剤学分野へ）
講　師　戸上紘平（応用薬学系薬剤学分野へ）
教　授　加納誠一朗（応用薬学系薬理学分野へ）
教　授　佐藤久美（応用薬学系薬理学分野へ）
准教授　小松健一（応用薬学系薬理学分野へ）
教　授　丹保好子（応用薬学系公衆衛生学分野へ）
准教授　高橋　淳（薬学教育系薬学教育分野へ）

学       長 渡辺泰裕
副  学  長 渡辺一弘（薬学科長兼任）

猪爪信夫

薬  学  科     基礎薬学系主任 江川祥子
薬  学  科     応用薬学系主任 佐藤久美
薬  学  科     臨床薬学系主任 早川　達
薬  学  科     社会薬学系主任 櫻井秀彦
薬  学  科     薬学教育系主任 島森美光

●基盤研究（C） 薬事管理学分野　櫻井 秀彦 教授
「専門サービスの知覚品質と顧客満足ならびに従業員満足の影響構造に関する実証研究」

●基盤研究（C） 臨床薬理学分野　戸田 貴大 教授
「ARBs服用患者における血清中EETs濃度と心血管系イベント発症との関係」

●基盤研究（C） 地域医療薬学分野　古田 精一 教授
「慢性患者の服薬アドヒアランス尺度の構築と影響因子に関する実証研究」

●若手研究（B） 薬剤学分野　髙橋 夏子 講師
「抗腫瘍薬による自然免疫能の変動と栄養輸送担体との発現調節の関連性」

●若手研究（B） 薬剤学分野　丁野 純男 教授
「線溶機能を搭載した経気道投与型DDSを基盤とする肺線維症治療の新発想」

●若手研究（B） 薬理学分野　髙栗 郷 准教授
「細胞膜メタロプロテアーゼADAMによるインスリン情報伝達系制御機構の解明」

●若手研究（B） 生命科学分野　中田 章史 講師
「放射線汚染地域に生息する野生動物における体内被ばくと染色体異常による影響評価」

●若手研究（B） 薬剤学分野　戸上 紘平 講師
「線溶作用を有する微粒子製剤による肺線維症治療システムの開発」

継  続新  規

薬  学  科     基礎教育系主任 吉岡忠夫

大学院 運営部      部長 猪爪信夫
教    務    部        部長 江川祥子
学    生    部        部長 丹保好子
就    職    部        部長 和田浩二
入    試    部        部長 戸田貴大
広    報    部        部長 佐藤久美

図書館・医薬情報センター   館長 黒澤菜穂子
薬  用  植  物  園      園長 和田浩二
実験動物センター     センター長 佐藤久美
ＲＩセンター         センター長 伊藤慎二
中央機器センター    センター長 桜井光一

情報システムセンター  センター長 島森美光
薬学教育センター     センター長 島森美光
生涯学習センター     センター長 早川　達

●転出（平成26年4月1日付）

人事異動のお知らせ 校務役職発令
　平成26年度理事長発令の校務役職をお
知らせします。

◇職員

平成26年度 学部入学試験結果
　平成26年度の学部入学試験を予定どおり実施しました。入試状況は、志願者1,095名、受験者1,055名、合格者452名でした。
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12日（月）

24日（木）

平成26年度 年間行事予定
4日（金）

 　

12日（土）

9日（金）

15日（木）
19日（月）
28日（水）
6日（金）
7日（土）
9日（月）
13日（金）
19日（木）
23日（月）
24日（火）
4日（金）
7日（月）
16日（水）
22日（火）

28日（月）
29日（火）
30日（水）
31日（木）
1日（金）
2日（土）
3日（日）
4日（月）
5日（火）

6日（水）

8日（金）
18日（月）
21日（木）
22日（金）

27日（水）

29日（金）
31日（日）

2日（火）
4日（木）
7日（日）
8日（月）
9日（火）
11日（木）

26日（金）

入学宣誓式
基礎学力試験（学部1年）
ガイダンス・テキスト販売（～11日）
学生定期健康診断（～11日）
前期始講（学部6年）
新入生1泊オリエンテーション（学部1年：～9日）
第1回実力テスト（学部4年：～9日）
新入生講演会、桂青会新入生歓迎会
前期始講（学部1～5年、大学院）
就職講座（学部6年：～15日）
マナーセミナー（学部1年：4～6講目）
第１回就職相談会
仮進級試験（学部6年：～25日）
SDA（安全運転者の会）総会、交通安全講習会
１期論文博士発表会（大学院）
実務実習①（学部6年：～7月27日）
桂青会任命式
開学記念日
第１回実力試験（卒延：～20日）
前期定期試験（学部5年：～30日）
前期定期試験結果発表（学部5年）
第2回実力テスト（学部4年）
臨時試験（学部1～3年：10日）
全学町内清掃活動（4～6講目）
第2回実力試験（卒延：～20日）
アーリーエクスポージャー（学部1年：～27日）
就職講演会、事前学習Ⅲ、実務実習、卒業研究ガイダンス、就職ガイダンス（学部5年）
体育大会・大学祭（～6日）
大学祭振替休日
前期終講（学部5年）
仮進級試験（学部5年：～23日）
前期終講（学部2～4年）
実務実習①終了（学部6年）
前期追・再試験（学部5年：～29日）
国試･演習Ⅸ･総合演習、就職ガイダンス（学部6年）
前期定期試験（学部2～4年：～8月5日）
総合演習試験（卒延：～8月1日）
前期終講（学部1年）
第1回オープンキャンパス
第2回オープンキャンパス
前期終講（大学院）
前期成績発表（学部5年）
前期定期試験（学部1年：～8日）
実務実習事前学習Ⅲ（学部5年：～26日）
夏季休業開始（学部2～4年）
１期学位記授与式（大学院）
総合演習第1回試験（学部6年：～19日）
仮進級試験（学部2～4年：～22日）
前期定期試験結果発表（学部1年～4年）
前期追・再試験（学部1～3年：～9月1日、4年：～29日）
白衣授与式（学部5年）
後期始講（学部6年）
卒業発表（卒延）
夏季休業終了（学部4年）
後期始講（学部4年）
実務実習②（～11月16日）、卒業研究開始（学部5年）
前期定期試験（大学院）
薬学共用試験CBT体験受験（学部4年：～5日）
夏季休業終了（学部1～3年）
後期始講（学部1～3年、大学院）
前期成績発表（学部1～4年）
卒業研究発表会（学部6年：～12日）
２期博士論文発表会（大学院）
学位記授与式（卒延）
前期成績発表（学部6年）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

7日（月）

8日（火）

14日（月）

18日（金）

25日（金）

1日（月）

12日（金）

5日（日）
18日（土）
20日（月）
25日（土）
27日（月）
29日（水）
4日（火）
6日（木）
7日（金）
8日（土）

15日（土）
16日（日）
17日（月）
19日（水）
21日（金）
25日（火）

1日（月）

9日（火）

10日（水）

18日（木）
20日（土）
5日（月）
6日（火）

22日（木）
24日（土）
26日（月）
27日（火）
28日（水）
1日（日）
2日（月）
3日（火）
10日（火）
12日（木）
13日（金）
16日（月）
19日（木）
21日（土）
24日（火）
25日（水）
27日（金）
7日（土）

11日（水）
13日（金）
14日（土）
19日（木）

16日（金）

第3回オープンキャンパス
父母懇談会（地方：～19日）
体験学習（学部2～3年：～31日）
父母懇談会（本学）
総合演習第2回試験（学部6年：～28日）
後期終講（学部4年）
後期定期試験（学部4年：～6日）
薬学共用試験ガイダンス（学部4年）
第3回実力テスト（学部4年）
博士課程（1次）入学試験（大学院）
後期定期試験結果発表（学部4年）
実務実習②終了（学部5年）
公募制推薦・社会人入学試験（学部）
指定校・系列校推薦・AO入学試験（学部）
臨時試験（学部1～3年：18日）
事前学習Ⅱ（学部4年：～12月3日）
就職ガイダンス・マナーセミナー（学部5年）
薬学生のための就職基礎講座（学部5年：～27日）
冬道交通安全講習会
総合演習第3回試験（学部6年：～2日）
就職ガイダンス、就職部OB･OGによる就職講演会（学部5年）
冬季休業開始（学部1年）
科目別実力テスト（学部2～3年：～10日）
就職講演会（学部5年）
薬学共用試験CBT（学部4年：～12日）
冬季休業開始（大学院）
事前学習Ⅰ（学部4年：～1月20日）
冬季休業開始（学部2～6年）
実務実習③（学部5年：～3月20日）
冬季休業明け始講（学部1～4･6年、大学院）
３期博士論文発表会（大学院）
２期学位記授与式（大学院）
総合演習第4回試験（学部6年：～23日）
薬学共用試験OSCE（学部4年：～25日）
第2回国試対策講習（学部6年：～31日）
後期終講（学部2～3年）
後期終講（学部1年）
一般入学試験前期Ａ日程（学部）
一般入学試験前期Ｂ日程（学部）
後期定期試験（学部1～3年：～9日）
雪かきボランティア活動（全学年）
総合演習追・再試験（学部6年：～13日）
薬学共用試験CBT追・再試験（学部4年）
博士課程（2次）入学試験（大学院）
後期定期試験結果発表（学部1年～3年）
薬学共用試験OSCE追・再試験（学部4年）
後期追・再試験（学部1～3年：～27日）
後期追・再試験（学部4年：～27日）
卒業発表
薬剤師国家試験（学部6年：～8日）（予定）
海外語学研修（学部1～3年：～22日）
一般入学試験後期日程（学部）
後期成績発表・進級発表（学部1～4年）
３期学位記授与式（大学院）
学位記授与式
実務実習③終了（学部5年）

10月

11月

12月

1月

2月

3月

14日（金）

下旬

11日（木）

8日（日）
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オープンキャンパスのご案内

◎オリエンテーション ◎模擬講義 ◎体験実習
◎ウエルカムランチ（無料） ◎入試相談

◎募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年）
◎入学定員／210人

オープンキャンパス参加のお申し込み・お問い合わせ先
交通アクセス／ＪＲ「銭函」駅から本学までの無料送迎バスを運行します。

（入試広報課）

http://www.hokuyakudai.ac.jp/本学に関するよりくわしい情報は、ホームページでご覧ください。

※1 試験地は変更になる場合があります。　※2 一般入試前期のA日程・B日程の両日受験も可能です。試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。

（概要）学生募集要項
平成27年度

オープンキャンパス
メニュー（予定） 

☎0134-62-1945

● 社会人入試● 推薦入試

● 大学入試センター試験利用入試● 一般入試

医療の現場で働く薬剤師の仕事や役割を、模擬講義や多彩な体験実習を通して知ろう！

10月5日8月3日8月2日
10：00～15：00

（日）（日）（土）

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

47人 3人

前 期 後 期

平成27年1月6日（火）
～1月23日（金）必着

平成27年2月23日（月）
～3月2日（月）必着

平成27年
2月1日（日）

平成27年
2月2日（月） 平成27年3月8日（日）

札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1、
函館、釧路、秋田、仙台、東京 札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1

数学、外国語、理科

※2
A日程 B日程

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

3人

平成26年10月31日（金）～11月7日（金）必着

平成26年11月15日（土）

札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1

基礎学力試験（数学、外国語、理科）、面接

● AO入試

募集人員

試験日・試験地

試験内容

12人 3人

前 期 後 期

平成27年1月6日（火）
～1月28日（水）必着

平成27年2月23日（月）
～3月2日（月）必着

本学独自の試験は実施しません。 

数学、外国語、理科

出願期間

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

60人15人 30人

公募制推薦 指定校推薦 系列校推薦

平成26年10月31日（金）～11月7日（金） 必着

平成26年11月15日（土） 平成26年11月16日（日）

札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1

書類審査、面接（グループ）高等学校の学習成績、基礎学力試験
（数学、外国語、理科）、面接（グループ）

募集人員

面談申込期間

20人 15人 2人

同窓生子女 後継者育成 障がい者

平成26年7月15日（火）～8月28日（木）必着

平成26年8月1日（金）～9月5日（金）必着

平成26年10月31日（金）～11月7日（金）必着
【いずれか1日を選択】平成26年8月3日（日）、9月6日（土）、7日（日）、28日（日）、10月4日（土）

平成26年11月16日（日）

小樽（本学現校舎桂岡キャンパス）

札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1

面談、基礎学力確認（化学基礎）、通信添削

面接（グループ）、書類審査

出願期間
1次審査

2次審査

1次審査

2次審査

1次審査

2次審査

1次審査

2次審査

試験日

試験地

試験内容

10：00～15：00 10：00～15：00

企画編集・発行： 北海道薬科大学 広報部

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。

〒047-0264 北海道小樽市桂岡町7番1号
TEL: 0134-62-1945   FAX: 0134-62-5161
HP: www.hokuyakudai.ac.jp



C O N T E N T S

北薬祭での模擬店のようす 中学生向け体験教室での体験実習 学生・教員合同ワークショップでの討論 卒業研究発表会で説明する6年生 新校舎キャンパス見学会でのミニ講義

●北海道薬科大学共用講義棟［A棟］塔時計の除幕式を行いました ●新校舎キャンパス見学会を開催 ●カリフォルニア大学ロサンゼルス校留学報告

●平成26年度桂青会役員委嘱状交付式を挙行 ●白衣授与式を挙行 ●第39回北薬祭・体育大会を開催 ●HOMECOMING 2014 ●父母後援会定期総会を開催

●全国19政令指定都市薬剤師会「第2回薬物乱用防止キャンペーン」にボランティアとして参加 ●中学生と保護者を対象にした薬剤師体験教室を開催

●第1回・第2回オープンキャンパスを開催 ●札幌手稲高等学校・北海道薬科大学連携講座を実施 ●本学教員が日本薬学会北海道支部医療薬学貢献賞を受賞

●薬剤師実践英会話教室のご案内 ●赴任のご挨拶（大野拓恵教授） ●赴任のご挨拶（中田章史講師） ●卒業研究発表会を開催 ●前期授業アンケート結果

●学生・教員合同FDワークショップを行いました ●学生募集要項（概要） ●各地の基幹病院に聞く「北見赤十字病院」地域医療を支える薬剤師の専門性

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部

北薬大情報か つ ら [ K A T S U R A ]
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　7月7日（月)、本学新校舎前田キャンパス
の共用講義棟（A棟）にて、大学のモニュメン
トとなる塔時計の除幕式を行いました。
　はじめに学校法人北海道科学大学 西 安信
理事長により「塔時計との出会い」という演
題で、塔時計や札幌市時計台（札幌農学校

〈現在の北海道大学〉の演武場）の歴史、海
外での塔時計の設置状況などについて記
念講演が行われました。
　記念講演終了後、A棟中央エントランスに
設置している塔時計の除幕式を行い、渡辺泰
裕学長はじめ関係者によるテープカットの

後、塔時計が披露され歓声が上がりました。 
　さらに、札幌市時計台館長の門谷 陽氏
より塔時計の精巧な構造など「塔時計の仕
組み」について説明いただいたあと、塔時計
を始動させ、時刻を告げる鐘の音が会場に
響きわたりました。

　平成27年4月のキャンパス移転に伴い、
新校舎キャンパス見学会を9月27日（土） 
共用講義棟（A棟）にて開催しました。同敷
地内にある北海道科学大学の大学祭および
オープンキャンパスも同時開催され、会場は
多くの参加者や地域住民で賑わいました。
　入試部長の挨拶、本学の概要・新校舎
キャンパス説明に始まり、A棟や北海道科学
大学の大学祭を自由に見学しました。新校
舎を見学した参加者からは、「雰囲気が明る
くて良い」「設備が充実している」「教室の位
置がわかりやすい」などの声を頂きました。
　自由参加の模擬講義やミニ講義では、普
段の授業では知ることのできない化学反応
や薬の内部構造を見ることで、大学ならでは
の講義を体験できたようです。他にも本学
教員が相談員となる進学個別相談会など、
新校舎で学ぶ学生生活を参加者がイメー
ジできるような企画を行い、見学会は盛況
のうちに終了しました。

除幕式のようす 門谷氏による塔時計の説明講演を行う西理事長

北海道薬科大学共用講義棟［A棟］塔時計の除幕式を行いました

新校舎キャンパス見学会を開催

共用講義棟（A棟）の塔時計を見学する参加者大学祭のようす

模擬講義のようす ミニ講義のようす
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Jung先生と初対面の記念写真

JungラボでのPotluck Party（中国、韓国、ロシア、日本、アメリカの手料理を持ち寄り、
天然物合成ルートの反応試薬あてクイズをやって大盛り上がり）

JungラボのあるMolecular Science Building (MSB)

　私は、2013年4月から2014年3月までの
1年間、アメリカのカリフォルニア大学ロサン
ゼルス校（University of California, Los 
Angeles、略称「UCLA」）化学・生化学部
（Department of Chemistry and 
Biochemistry）のMichael E. Jung教授
のもとで研究留学する機会を頂きました。
　カリフォルニア大学は、カリフォルニア州
全土に10の大学（バークレー校、デイビス
校、サンディエゴ校、サンフランシスコ校、
サンタ・クルーズ校、サンタ・バーバラ校、ロ
サンゼルス校、アーバイン校、リバーサイド
校、マーセド校）があり、なかでもロサンゼ
ルス校はカリフォルニア州の大学の中で学
生数が最も多いとのことです。キャンパス
はビバリーヒルズに程近い場所にあり、
キャンパス内のロナルド・レーガンUCLA
メディカルセンターはマイケル・ジャクソン
がその生涯を終えたことでも有名な場所で
す。UCLAは様々な国から多くの留学生を
受入れており、日本人も多く留学している
のですが、私が留学している期間は同じ学
科の化学系の研究室には、私以外に日本
人はいませんでした。
　留学先のJung教授の研究室には、博士研
究員７名、大学院生6名、学部学生1名、企業
の共同研究者1名が在籍していました。Jung
教授は生理活性を有する天然物化合物の合
成だけでなく、それらをリード化合物とした
種々の医薬品候補となる化合物の合成も
行っており、私以外の博士研究員はバイオや
メディカルの研究室との共同研究のテーマ
を実施していました。私の留学期間は1年間
と短い期間であったため、バイオチームとは
直接関わらないテーマを実施するとのこと
で、担当した研究テーマは「Parthenolide
の全合成研究」でした。 Parthenolideの
構造式Partheno l ideは、ナツシロギク 
（Tanacetum parthenium）に含まれる
セスキテルペンラクトンであり、NF-κBの
活性の阻害を介して腫瘍のアポトーシスを
誘導するなどの作用があるため、抗腫瘍薬
としての適用が期待されています。しかし、
ナツシロギクの乾燥した葉から0.14%～
0.74%しか得ることができません。また、水
溶性が低く臨床研究には不向きだという欠
点があるため、Parthenolideの構造の一
部を修飾して水溶性を高めた化合物を合成
した後に、その生理活性を検討する必要が

あります。そこで、臨床研究を推進させるた
めにも、Parthenolideの安定供給に向けた
合成ルートの確立が必要なのです。私が
留学していた際には、Parthenolideの全合
成は達成されておらず、Jungラボでも今まで
に3名の博士研究員が各々の合成ルートで
Parthenolideの全合成に挑んだのですが、
未だ全合成には至っていませんでした。私の
合成ルートは基本骨格となるCyclodecene
部分を閉環メタセシス反応を用いて合成する
ルートでした。閉環メタセシス反応はマクロ
ライドなどの大員環ラクトンの合成によく使

われる反応ですが、炭素のみで構成される
10員環の合成例は少なく、そのような意味合
いでも、この研究テーマは魅力的なものでし
た。しかしながら、この鍵反応となる閉環メタ
セシスに至るまでの基質合成が予想以上に
困難続きで、閉環メタセシスの充分な検討が
行えず帰国することとなってしまいました。こ
のままではあまりに悔しいので、Jung先生に
お願いして、この研究テーマを本学で継続し
て研究させて頂くことにしました。残念なこと
に、今年の8月、南開大学（中国）のChenらの
グループにより最初の全合成が報告されま
した（J. Med. Chem., 2014, 57 （16）, pp 
7098‒7112）が、より有用性の高い合成法
の開発として引き続き研究を行っています。
　このたびの留学では、多くの貴重な経験
をすることができました。渡辺学長をはじめ
とする教職員の皆様、ならびにロサンゼルス
でお世話になったすべての方に心より深く
感謝いたします。今後、この経験を本学の教
育、研究に有効に活かしていきたいと考えて
おります。

カリフォルニア大学ロサンゼルス校留学報告 医薬化学分野　准教授　水上徳美

全合成を目指した化合物
（Parthenolideの構造式）
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白衣授与式を挙行

　8月27日(水)、本学新校舎前田キャンパ
スの共用講義棟（A棟）にて白衣授与式を挙
行しました。白衣授与式は、これから病院・
薬局での各11週間にわたる実務実習に臨
む5年生に対して、医療人としての意識を高
め、医療現場に入る自覚を持ってもらうこと
を目的として行っています。
　授与式では、初めに各分野の責任者の教
員から学生に対し白衣が授与されました。

続いて、渡辺泰裕学長からの告辞の後、北
海道地区調整機構副委員長、北海道薬剤
師会副会長竹内伸仁様、北海道病院薬剤
師会会長田﨑嘉一様、北海道薬科大学模
擬患者の会を代表して原谷宏治様よりご祝
辞を戴きました。続いて、5年生190名を代
表して及川赳矢君が宣誓を行い、桂青会副
委員長の齋藤裕介君から及川君に花束が
贈られました。

　授与式終了後は、学生や模擬患者の会の
皆様向けの新校舎見学会が行われました。
学生たちは次年度から使用する新しい校舎
を予定時間が過ぎるほど、期待感を持って見
学していました。
　実務実習では、学生たちが気持ちも新たに
現場での多くのことを学習し、今後の地域医
療に貢献できる薬剤師へと成長してくれるこ
とを期待します。

白衣授与のようす 5年生を代表して及川君が宣誓学長からの告辞

平成26年度桂青会役員委嘱状交付式を挙行

　5月12日（月）午後6時より、銭函大山にて
平成26年度桂青会役員委嘱状交付式を挙
行しました。引き続き開催した懇親会では、
学長や学生部長、学生部主任と新旧桂青会
役員が、これからの桂青会活動のあり方等
について積極的な意見交換を行いました。
新役員からは、桂岡キャンパス最後となる今
年度の活動を精一杯盛り上げたいとの声が
ありました。
　今年度の桂青会役員は次のとおりです。

委員長 日下陽介（3年）
副委員長 齋藤裕介（3年）
 外舘竜祐（1年）
書記　   岡田奈央湖（1年）
 武山桃子（1年）
会計　　佐々木祐輔（2年）
 千葉琴絵（1年）
監査　　　清杉果穂（1年）

【クラブ局】
局長 樺澤拓隼（2年）
副局長 鎌田稔也（3年）
会計 髙橋直也（3年）

【地域連携局】
局長 熊野由起（3年）
副局長 斉藤雅文（1年）
会計 佐藤麗王（1年）

【障がい者支援局】
局長 山岸　優（1年）
副局長 伊藤聡香（1年）
会計 黒瀧一茂（1年）

【薬物乱用防止局】
局長 菅野諒太（2年）
副局長 笹野　潤（2年）
会計 米村　尊（2年）

【大学祭企画局】
局長 上野裕大（2年）
副局長 長澤莉奈（1年）
会計 野田絵莉（1年）

【体育大会企画局】
局長　   　中村健人（3年）
副局長 森江勇作（1年）
会計 天野奈 （々1年）
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　平成26年7月5日（土）、6日（日）の2日間
の日程で体育大会を開催しました。１日目
は玉入れを行い、フットサル、バレーボー
ル、ソフトボールの3種目は2日間かけて行
いました。
　今年度の特徴は、参加チーム数が多かっ
たことです。たくさんの方に参加していただ

いたことで、各種目とも白熱した試合が繰り
広げられ、例年以上に活気ある大会となり
ました。来年度の体育大会にも多くの参加
をお待ちしております。
　平成26年度の体育大会で、見事な成績
を残した各種目の上位3チームを紹介させ
ていただきます。

　平成26年7月5日（土）と6日（日）に、第39回
北薬祭を開催しました。今春、昨年度の実行委
員経験者が少ないなか、新たな実行委員を加
えた大学祭企画局９名で、今年度の北薬祭実
行委員会が結成されました。昨年、私は会計と
して北薬祭開催のためのお金の管理と決算に
取り組みました。今年度は、北薬祭実行委員長
という大役に就かせて頂きました。実行委員長
に就任してから、私は今年度の北薬祭の準備
活動にあたり、昨年度の経験を踏まえて、北薬
祭に携わっていただいた先輩方からの意見や、
学生課の皆さんの助言をもとに、今年度の北
薬祭をどのように執り行っていくのか、試行錯
誤してきました。桂青会発足から北薬祭当日に
向けての約２カ月間、北薬祭実行委員の皆さ

んと過ごした時間は、私にとって有意義で忘れ
られない時間となりました。また、本学学生や
参加いただいた皆様方に怪我もなく、無事に
北薬祭を終えることができ、感謝しています。
　今年度の北薬祭は、桂岡キャンパスで行う
最後の北薬祭となります。テーマは、桂岡に感
謝を込めて、また、次年度に前田キャンパスへ
移転した際には、新しくより良い北薬祭を作り
上げていこうという思いを込め、「～End with 
the beginning～（終わりは新たな始まり）」と
しました。北薬祭当日の5日は、天候にも恵ま
れ、流れ星と市原のお笑いライブ、北薬祭実行
委員企画の障害物レースといったイベントも
大いに盛り上がりました。今年度最後となる
花火も綺麗な花を咲かせ、夜空に輝いていま

した。6日は途中小雨が降ることがありました
が、その後天候も回復し、最後まで屋外で北
薬祭を開催することができました。
　今回、私は実行委員長としての考え方や何
事にも即時に決断する機転など、様々なもの
を学ぶことができました。そして、北薬祭という
大規模な行事を運営していくなかで、桂青会
による事前の連携や教職員・大学関係者との
意思疎通、そして北薬祭実行委員の皆さんが
私を支え、寄り添って頂いたことで成し遂げる
ことができました。
　最後になりましたが、北薬祭にご協力くだ
さった大学関係者の皆様、事業者の皆様、そ
して私を支えてくれた委員の皆様に厚く御礼
申し上げます。本当にありがとうございました。

同時開催の薬物乱用防止キャンペーンのようす恒例の花火大会にぎわう北薬祭

第39回北薬祭・体育大会を開催

バレーボール
優　勝：
準優勝：
3　 位：
評　価：

澄川選抜part2
チームMARUYAMA!!
真狩隼人

　　　　 多くの試合で接戦となり、大いに盛り
上がりました。特に決勝戦はとても見応えが
あり、最後は観客も固唾を飲んで見守ってい
たのが印象的でした。

フットサル
優　勝：

準優勝：
3　 位：
評　価：

ビオチンカルボキシル
キャリアータンパク質
LINE ID: 2jun2
ディックンと愉快な仲間

　　　　 新種目だったフットサルは、初戦から
レベルの高い試合ばかりで驚かされました。

ソフトボール
優　勝：
準優勝：
3　 位：
評　価：

チームだっさ～
今日優勝したら…
八木山ベリーランド

　　　　 天候が不安定の中でしたが、フェア
プレーでケガもなく開催できました。優勝
チーム「チームだっさ～」のピッチャーの活躍
は素晴らしかったです。

玉入れ
優　勝：
準優勝：
3　 位：
評　価：

ZIPPEI
新冠町広報
焼肉

　　　　この3チームは非常に強く、特に
ZIPPEIは群を抜いていました。

北薬祭実行委員会　委員長　2年　 上野 裕大◆第39回 北薬祭報告

体育大会企画局　局長　３年　 中村 健人◆体育大会報告

　第39回北薬祭・体育大会を7月5日（土）、6日（日）に開催しました。以下、桂青会役員より開催概要について報告します。
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父母後援会定期総会を開催

　大学祭期間中の7月6日（日）、本学C301
教室においてご父母の皆様、教職員含め107
名の出席のもと、平成26年度北海道薬科大
学父母後援会の定期総会を開催しました。提
出された議案については、審議の結果、すべ
て原案のとおりに承認されました。

　総会に引き続き、父母後援会主催の教養
セミナーとして、薬用植物園見学会を開催し
ました。天候はあいにくのにわか雨でしたが、
約60名の会員が参加し、本学の小松准教授
と山下浩准教授による説明を受け、熱心に見
学していました。

　今年度で見納めとなる桂岡キャンパス。最
後に何か思い出に残る行事を同窓会で開催
してほしいとの諸先輩からの要望を受け、
ホームカミング2014「ありがとう、桂岡キャ
ンパス」と題した記念行事を去る7月5日（土）
に開催いたしました。
　大学祭で賑わう「桂岡キャンパス訪問バス
ツアー」と「記念懇親会」という昼夜2つの
ビッグイベントを行うにあたり、同窓会常任
幹事会の枠を超えて広く同窓生に協力を求
め、ホームカミング実行委員会を結成しまし
た。実行委員を快く引き受けてくださった同
窓生のお陰で順調に当日まで準備を進める
ことができました。
　早速イベント特設ウェブサイトを立ち上げ、
同時に実行委員会を中心に同窓生に呼びかけ
たところ、バスツアーは大型観光バス3台がす
ぐに満員になりました。同窓生とそのご家族に
まで参加者の幅を広げたところ、イベント当日
のバスツアーにはご家族連れの姿が目立ちま

した。ご家族に在学当時の思い出を語りながら
懐かしむ同窓生の姿を見て、「やって良かっ
た！」と胸が熱くなりました。当日は天気にも恵
まれ、桂岡キャンパスから眺める最高の石狩
湾の眺望を背景に多くの同窓生が記念撮影を
しながら当時を思い出していたようです。
　帰路に前田キャンパスに立ち寄り、新キャン
パスを見学し、ツアーは懇親会場のホテルへ
予定時刻ピッタリに到着。本学名誉教授や地
元薬剤師会のご来賓にも足を運んでいただ
き、総勢200名を超える盛大な懇親会となりま
した。懇親会から参加の同窓生も多く、一層賑
やかになった会場は終始笑い声が絶えず、心
地よい時間を過ごしていただけたのではない
かと思います。バスツアーに参加できなかった
同窓生のために当日桂岡キャンパスで撮影し
た映像を上映し、懇親会の最後には本学合唱
サークルをお招きし、この日のために制作した
新アレンジの伴奏で大学歌の斉唱にチャレン
ジしました。桂岡キャンパスの情景が美しく歌

い込まれた素晴らしい大学歌なのですが、在
学中は聴く機会も少なく、記憶にない同窓生
が大半です。それでも、たくさんの同窓生が最
後には合唱サークルの歌に合わせて口ずさん
でくださったことで、イベントの最後にまたひと
つ思い出に残るお土産を皆様にお渡しできた
のではないかと感じています。この機会に、同
窓会行事に初めて参加された同窓生がこれか
らもつながっていけるように、ますます同窓会
運営も頑張ろうと思えた貴重な時間でした。

HOMECOMING 2014 北海道薬科大学同窓会　会長　唐沢 豪貴

新キャンパスを見学する参加者

全国19政令指定都市薬剤師会「第2回薬物乱用防止キャンペーン」に
ボランティアとして参加

　7月19日（土）午後3時30分より、全国19
カ所の政令指定都市において、札幌薬剤師会
主催の「薬物乱用防止キャンペーン“ひとつの
命を大切に”」が一斉に開催されました。札幌
では「薬物乱用防止キャンペーンin札幌」が
札幌円山動物園で開催され、本学から学部生
1～5年生15名、大学院生1名がボランティ
アとして参加しました。薬剤師会の会員、北海
道警察の警察官とともに、違法薬物の危険性
を示したウチワやパンフレット等を配布し、
着ぐるみに入って啓発活動を行いました。 　

活動のようす 参加したメンバーでの記念撮影
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　第1回・第2回オープンキャンパスを8月2
日（土）、3日（日）に開催しました。両日とも晴
天に恵まれ、会場は多くの高校生や保護者の
参加で賑わいました。学長挨拶・大学紹介に
始まり、自由選択制の模擬講義、軟膏剤づく
りや無菌調剤など薬剤師を体感できる体験
実習、薬の原料となる植物を実際に触れたり
嗅いだりすることができる薬用植物園ツアー
や学内見学ツアーなど、盛りだくさんのスケ
ジュールでした。
　いずれも盛況のうちに終了し、各企画を通
して本学および薬学をより身近に感じて頂け
ました。

　大学祭期間中の7月6日（日）に、臨床講義
棟（C棟）で日本薬学会北海道支部との共同
主催による中学生と保護者対象の「体験薬
剤師！ 選べるワクワク体験教室！」を開催し
ました。当日は中学生28名と保護者32名の
計60名が参加しました。
　生徒の皆さんは薬学や薬剤師についての
説明を受けた後、フィジカルアセスメントモ
デルのバイタルサイン測定、薬用入浴剤づく

り、薬用化粧水づくり、発泡入浴剤づくり、
リップクリームづくり、ルームフレグランスづ
くりという計6種類の、本学の学部生と大学
院生が講師を担当する体験教室にそれぞれ
参加しました。大学で学ぶ学生から指導を
受けながら体験したことは、薬学部や「薬剤
師」という職業に関心を抱いてもらうきっか
けとなっただけでなく、学校の勉強への興味
にも繋がったようです。

中学生と保護者を対象にした薬剤師体験教室を開催

第1回・第2回オープンキャンパスを開催

体験実習（無菌調剤）

在学生とトーク体験実習（軟膏剤）

体験実習（患者コミュニケーション）

薬用入浴剤づくりバイタルサインの測定

札幌手稲高等学校・北海道薬科大学連携講座を実施

　8月5日(火)、札幌手稲高等学校・北海道
薬科大学連携講座を実施しました。
　平成24年12月に、本学は札幌手稲高等
学校と連携教育に関する協定を締結しまし
た。今回の連携講座はこの協定に基づいた
高校と大学の連携の試みです。
　講座当日は、札幌手稲高等学校の生徒さ
ん11名が来学しました。丹保高大連携推
進委員長の挨拶の後、薬学部や薬剤師を
テーマとした授業を行いました。学内を見
学し、学食で昼食後、バイタルサインの測定

をしたり、薬用植物園の植物を使用した薬
用入浴剤やルームフレグランスづくりを行
いました。参加した生徒さんは、講師を担当

した学部生および大学院生から細かな指
導を受けながら、高校での授業とは異なる
体験型授業を経験していました。
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薬剤師実践英会話教室のご案内 　　医薬情報解析学分野　講師　梅田 純代

本学教員が日本薬学会北海道支部医療薬学貢献賞を受賞

　平成25年1月、卒後教育の一環として薬
剤師向けの実践英語教育を展開することを
目的として、「薬剤師実践英会話研究会
（Practical English for Pharmacists ＝ 
PEP）を立ち上げました。PEPの構成メン
バーは本学の基礎教育系（英語）と社会薬
学系教員の有志です。昨年度から本学非常
勤講師のカナダ人講師と一緒に、5～7月、9
～11月に月2回、1回1時間、本学のサテラ
イトキャンパスで薬剤師の現場で役立つ
「薬剤師実践英会話教室」を開催していま
す。受講生は薬局薬剤師や病院薬剤師、看
護師と多業種で、和やかな雰囲気のなか、語
学学習に必要な「読む、聞く、話す、書く」の
うち、「読む、聞く、話す」を実践するレッスン
を行います。「英語に興味はあるけれど、きっ
かけが……」、「英語しか話せない観光客が
薬局にいらした」、「英語の添付文書、どうし
よう？」というご経験はありませんか？ 英語
をもう少し勉強したくありませんか？ 「でも、
私、大学卒業してから英語を勉強していな
いけれど」、「英語が全然読めなくて」という
方もご心配なく。本学教員がサポートします
ので、大丈夫です。
　昨年度を例にあげますと、前期は身体と
主訴に関する語彙を学んでから、OTCの
ロールプレイ（風邪、胃腸疾患、筋肉・関節
痛）を行いました。後期は3疾患（不整脈、喘
息、帯状疱疹）について、初回インタビュー

と服薬説明のレッスンを1回ずつ行いまし
た。レッスンは1回完結なので、受講生の皆
さんはご都合にあわせてレッスンに参加で
きます。
　1時間のレッスンの流れは以下の通りで
す。まず、英語の自己紹介で気持ちをほぐし
ます。うまく話そうと思わなくても大丈夫。
外国人講師があなたの気持ちを英語で引き
出してくれます。続いてレッスンで使う語彙
の発音を練習します。外国人講師の発音と
サポート教員の日本語による説明のあと、
受講人数によりますが、受講生が1人ずつ
発音して、外国人講師が発音のチェックを
します。（受講生の皆さんは受講回数が増え
ると、ご自身の発音の特徴がわかるようで
す）そして、薬剤師役と外国人患者のロール

プレイに入ります。外国人講師が一文ずつ
英語を読み、サポート教員が日本語で説明
します。わからないことがあれば、どんどん
英語（または日本語）で尋ねます。そして、受
講生１人（薬剤師役）と本学教員１人（患者
役）でロールプレイをして、外国人講師が巡
回しながら受講生の発音の確認や質問に答
えます。
　「英語で1時間話すのは大変！」と思いき
や、あっという間に時間が過ぎます。英語
や海外に興味のある仲間ができ、なかには
同期との懐かしい再会……と、皆さん英語
を通じていろんな輪が広がりつつあるよう
です。興味のある方は担当の梅田純代
（gotopepa@yahoo.co.jp）まで、ぜひご
連絡ください。お待ちしています。

講習のようす PEP構成メンバー（本学教員）

　本学教員の大滝康一准教授（臨床薬学
系・薬物治療学分野）が、平成26年度日本
薬学会北海道支部医療薬学貢献賞を受賞
し、札幌コンベンションセンターで開催され
た第141回支部例会（5月24、25日開催）
において授賞式および受賞者記念講演が
行われました。
　平成25年に新設された本賞は、北海道
の医療薬学領域において、教育あるいは病

院や薬局における実務に顕著な貢献があ
り、医療の発展に寄与することが期待でき
る業績をあげた人物に授与されるもので
す。大滝康一准教授は、旭川医科大学で派
遣教員として薬剤師実務を行っており、受
賞タイトルでもある「病棟常駐薬剤師によ
る薬学的介入による診療参画」という取り
組みが高い評価を受け、今回の受賞に至り
ました。
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　本年度4月より人文社会・体育学分野に
教授として赴任いたしました大野拓恵と申し
ます。北海道開〝拓″……を連想させる名前
を持っているだけあって（？） 、学部時代と留
学時代以外、人生のすべてを札幌で過ごし
てきました。
　初めて札幌を離れたのは、札幌北高校を
卒業後、東京外国語大学に入学した時でし
た。専攻はイタリア語で、期せずして、英語を
相対的にとらえる視野を得ることとなり、英
語（語学）教師である現在の自分の資質に大
きく役立っていることを実感しています。卒業
後は札幌に戻り、札幌大谷中・高一貫校で専
任教員として14年間勤務しました。中、高の
両生徒に英語を教える機会に恵まれただけ
でなく、生徒と共に成長していく喜び、苦しみ
を存分に経験させてもらいました。
 1年半の休職期間を頂き、留学したのもこ
の時期です。留学先は英国エディンバラ大
学応用言語学部の修士課程で、英語教育に

おける音読について研究し、修士号を取得
しました。帰国後復職しましたが、その3年
後、留学時代の勉強を続けたいとの思いか
ら退職し、北海道教育大学大学院（再び修
士課程）に進みました。そこでは主に第二言
語としての英語でのリーディングを認知心
理学的な側面から研究しておりましたが、そ
の興味が高まり学位取得後、今度は北海道
大学大学院文学研究科心理システム科学
専修（博士課程）に進みました。この頃は院
生として学ぶ一方で、予備校から大学まで、
方々で英語の非常勤講師を務めており、本
来の研究よりも授業用の教材研究に明け暮
れる毎日でした。
 2010年3月に博士論文「日本語を母語とす
る英語学習者の文章読解における音韻符号
化」で博士号を取得し、翌2011年4月からは
それまでの非常勤先に加えて本学でも非常
勤講師として勤務するようになりました。
　現在の研究テーマは元々の英語リーディ

ングの認知心理学的研究に加え、リーディ
ングのひとつの学び方としての協同学習や、
語彙習得を扱っています。１年生から３年生
の英語を担当しますが、本学の英語教科の
学習目的は明確で、「将来必要とされる、英
語で書かれた専門分野の情報を読み取る力
をつけること」と位置づけられているため、
少しでも目的達成の力になれるよう努力し
ていきたいと思っています。今後ともご指
導、ご鞭撻、よろしくお願い申しあげます。

人文社会・体育学分野　教授　大野 拓恵赴任のご挨拶

　本年度4月1日付で生命科学分野の講師
として着任いたしました中田章史と申しま
す。本学での講義はゲノム薬学、生化学、実
習を担当しております。
　私は弘前大学理学部生物学科を卒業後、
同大学大学院理学研究科生物学専攻を修了
し、さらに岩手大学大学院連合農学研究科生
物資源科学専攻に進学、博士号を取得しまし
た。学生時代は、野生動物を対象に染色体を
基盤としたゲノム進化、種分化について研究
してきました。博士号取得後に放射線医学総
合研究所の博士研究員として、緊急被ばく医
療研究センター生物線量評価室で、吉田光明
室長（現・弘前大学被ばく医療総合研究所、放
射線生物学部門教授）のもと、被ばく者の線
量推定のための新規生物学的線量評価法の
開発、および放射線防護研究センター・発達
期被ばく影響研究グループ・島田義也グルー
プリーダーのもと、子供の放射線影響を明ら

かにする研究に着手しました。その後、弘前大
学・被ばく医療総合研究所に助教として採用
されました。弘前大学では、これまでの研究課
題に加え、東日本大震災後に発生した福島第
一原発の被災地である福島県浪江町の復興
を目指した支援とそのための研究に取り組み
ました。この研究は現在も継続しております。
　現在の私の主な研究テーマは、「１．放射
線によって誘発された悪性腫瘍におけるゲ
ノム変化の年齢依存性研究」、「２．放射性
物質汚染地域に生息する野生動物の放射
線影響評価」です。悪性腫瘍に関する研究
は、放射線による子供の発がんおよび腫瘍
の特徴を明らかにすることを目標としていま
す。また、野生動物に関する研究は、被災地
の放射線の影響を明らかにし、復興の一助
となるよう対策が急がれている領域です。汚
染地域に生息している動物の影響評価を行
うことで、生態系に対する影響を測り、リス

ク管理や環境保全の手助けとすると同時
に、被災者への安心・安全の情報を提供して
いきたいと考えております。
　私は薬学部出身ではありませんので、薬
学教育についてはわからないことが多々ご
ざいますが、これまで研究所で培ってきた経
験・知識を活かして本学の教育に役立てれ
ばと思っております。今後ともご指導、ご鞭
撻のほどよろしくお願いいたします。

生命科学分野　講師　中田 章史赴任のご挨拶
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卒業研究発表会を開催

　本学6年生による卒業研究発表会を9月
12日（金）と16日（火）に開催しました。発
表は、70分間の示説時間を含むポスター
発表形式で行いました。学生たちは、5年
次から取り組んできた卒業研究の成果を、

教員、院生、学部生の前で熱心に説明して
いました。なかには、卒業研究を開始した
ばかりの5年生からの質問に、緊張した面
持ちで受け答えしている場面も見受けら
れました。

　なお、今回初めて6年生を対象に卒業研
究の実施状況に関するアンケート調査が
行われ、調査結果はこれからの卒業研究の
改善に活かされることになりました。

ポスターの前で質疑応答する学生 会場のようす

前期授業アンケート結果

　平成26年度前期授業アンケート結果がまとまりました。平均、最大、最少は各質問項目に対して「強くそう思う」、「そう思う」、「どちらともいえな
い」、「そうは思わない」、「全くそうは思わない」をそれぞれ5点、4点、3点、2点、1点として集計した結果です。詳細は本学ホームページ内の学内専
用ページに掲載しています。授業アンケート結果は、学生が自由記入欄に記載した具体的なコメントとともに、科目担当教員にフィードバックする
ことで授業改善等に有効活用しています。

教員の説明・指示は明確であった。
教員の話し方は聞き取りやすかった。
資料はわかりやすかった。
教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。
私はこの授業内容を理解できた。
私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。
教員の説明・指示は明確であった。
教員の話し方は聞き取りやすかった。
資料はわかりやすかった。
教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。
私はこの授業内容を理解できた。
私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。
教員の説明・指示は明確であった。
教員の話し方は聞き取りやすかった。
資料はわかりやすかった。
教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。
私はこの授業内容を理解できた。
私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。
教員の説明・指示は明確であった。
教員の話し方は聞き取りやすかった。
資料はわかりやすかった。
教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。
私はこの授業内容を理解できた。
私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。
教員の説明・指示は明確であった。
教員の話し方は聞き取りやすかった。
資料はわかりやすかった。
教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。
私はこの授業内容を理解できた。
私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。
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グループ討論のようす 発表のようす

◎募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年）
◎入学定員／210人

http://www.hokuyakudai.ac.jp/本学に関するよりくわしい情報は、ホームページでご覧ください。

※1 試験地は変更になる場合があります。　※2 一般入試前期のA日程・B日程の両日受験も可能です。試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。

（概要）学生募集要項

平成27年度

● 社会人入試● 推薦入試

● 大学入試センター試験利用入試● 一般入試

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

47人 3人

前 期 後 期

平成27年1月6日（火）
～1月23日（金）必着

平成27年2月23日（月）
～3月2日（月）必着

平成27年
2月1日（日）

平成27年
2月2日（月） 平成27年3月8日（日）

札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1、
函館、釧路、秋田、仙台、東京 札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1

数学、外国語、理科

※2
A日程 B日程

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

3人

平成26年10月31日（金）～11月7日（金）必着

平成26年11月15日（土）

札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1

基礎学力試験（数学、外国語、理科）、面接

● AO入試

募集人員

試験日・試験地

試験内容

12人 3人

前 期 後 期

平成27年1月6日（火）
～1月28日（水）必着

平成27年2月23日（月）
～3月2日（月）必着

本学独自の試験は実施しません。 

数学、外国語、理科

出願期間

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

60人15人 30人

公募制推薦 指定校推薦 系列校推薦

平成26年10月31日（金）～11月7日（金） 必着

平成26年11月15日（土） 平成26年11月16日（日）

札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1

書類審査、面接（グループ）高等学校の学習成績、基礎学力試験
（数学、外国語、理科）、面接（グループ）

募集人員

面談申込期間

20人 15人 2人

同窓生子女 後継者育成 障がい者

平成26年7月15日（火）～8月28日（木）必着

平成26年8月1日（金）～9月5日（金）必着

平成26年10月31日（金）～11月7日（金）必着

【いずれか1日を選択】平成26年8月3日（日）、9月6日（土）、7日（日）、28日（日）、10月4日（土）

平成26年11月16日（日）

小樽（本学現校舎桂岡キャンパス）

札幌（本学新校舎前田キャンパス）※1

面談、基礎学力確認（化学基礎）、通信添削

面接（グループ）、書類審査

出願期間
1次審査

2次審査

1次審査

2次審査

1次審査

2次審査

1次審査

2次審査

試験日

試験地

試験内容

学生・教員合同FDワークショップを行いました

　8月30日（土）に本学初の試みとして、学生・
教員合同FDワークショップを行いました。
　ワークショップのテーマは「来春、共に笑
顔でいるためにこれからやるべきことを考え
よう」でした。6年生32名と教員34名で今後
の自己学習のあり方や授業活用、学習環境
整備の方法などについて討論を行いました。
学生・教員別のグループ討論に始まり、学
生・教員合同のグループ討論を経て、最後に
具体的なアクションプランを作成し、発表し
ました。 
　学生からは「教員に自分たちの考えを直
接伝えることができただけでなく、これから
自分たちがすべきことを客観視できた」など
の感想が聞かれました。また、教員からは

「様々な学生からの声を一度に聴くことがで
き、自分たちでは把握できていなかった意識
の差を再認識できただけでなく、具体的な
改善策がいくつも見い出せた」との指摘があ
りました。 

　成果として出てきたアクションプランについ
ては学内で共有するとともに、具現化リストと
して示したうえで順次実行に移しています。次
年度以降は、学生FDを恒常的に開催していく
予定です。 
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今年12月に開院される新病院外観。新しい
環境でより良い医療環境へ。

左より本学副学長 猪爪信夫、北見赤十字病院長 吉田茂夫氏、北見赤十字病院薬剤部長 宇野繁氏、
本学広報部部長 佐藤久美

薬剤部長　 宇野 繁 氏院長　吉田 茂夫 氏

──地方センター病院として
　　2次、3次救急に取り組む
吉田　当院は昭和10年に開設し、来
年80周年を迎えます。オホーツクの
中核病院として、圏域の医療機関と
密接に関わりながら救急医療、高度
医療の充実に取り組んできました。
108の医療機関と連携しています
が、このうち42機関とは電子カルテ
や画像など、当院のデータを完全に
共有。グループ医療で先端の環境に
あると自負しています。平成4年に救
命救急センターを設け、地方セン
ター病院の指定を受けているほか、
総合周産期母子医療センター、地域
がん診療連携拠点病院など多様な
機能を持ち、2次救急、3次救急を主
体に地域医療を幅広く担っています。
宇野　こうした役割に応えるため
チーム医療に力を入れており、専門
の薬剤師が多いことも特徴です。現
在、がん薬物療法認定薬剤師、緩和
薬物療法認定薬剤師、NST専門薬
剤師、小児薬物療法認定薬剤師が在
籍。認定研修等への参加も積極的に

支援しており、専門性を高めるための
学習機会は多いと思いますね。
吉田　この4月、圏内初のPET-CT棟
（北見赤十字病院オホーツクPETセ
ンター）を開設したほか、12月には新
病院も開院し、病院としての環境が
格段に向上します。薬剤部も、真新し
い職場での勤務となります。
宇野　当院での院外処方箋発行率
は97.6％となっていますが、入院患
者への処方に加えて数多くの外来化
学療法を行っており、抗がん剤のミキ
シングは月間400件ほどあります。多
様な業務に関わることができ、病院な
らではのやりがいを感じられる職場
だと思います。

──ワークライフバランスを重視。
　　薬剤師間交流も盛んな地域
吉田　産婦人科・小児科から精神科
まで22科目をカバーし、地域の要で
ある当院では、職員に高いポテンシャ
ルを発揮してもらうため、ワークライ
フバランスも重視し、休日なども適正
に確保できる体制を取っています。
宇野　薬剤師もシフトによる当直制

ではありますが、抗がん剤のミキシン
グは勤務時間内のみで、土・日曜日は
基本行わないなど、過度な負担がか
からないよう配慮しています。そんな
なかで、人員の関係で十分な病棟業
務ができていないのが現在、大きな
悩みです。

──都市機能も充実。
　　魅力あふれる北見での活躍を期待
吉田　”焼き肉を学ぶ会”という共済
会行事があって、北見の食を代表す
る焼肉の老舗店で話を聞いたりする
のですが、そうした機会に市民の方々
との交流、ふれあいも積極的に行って
います。
宇野　有志を募って札幌ドームに日
ハムを応援に行ったり、阿寒湖温泉に
出かけたり、釣りなんかもやっていま
す。また野球、バレー、フットサルの
チームや陶芸教室等々、職種の枠を越
えてさまざまな活動を行っています。
吉田　7月にはビールパーティ、さら
にボーリング大会を催したり。食でい
えば、寿司もおいしい街です。特産の
玉ねぎ・ホタテを使ったオホーツク北

見塩焼きそばも味わって欲しいです
ね。北見は、映画館もあり都市機能も
充実した魅力的な街です。
宇野　北見では、病院実習と薬局実
習を終えた学生が最終日に集まって、
テーマを決めてカンファレンスを行っ
ています。そんなこともあって、ここで
就職した薬剤師はとても仲が良く、情
報交換をしたり、食事なども楽しんで
いるようです。
吉田　そうした交流も通して、オホー
ツク圏で基幹的な役割を果たしてい
る当院もさらに医療の質を高め、より
信頼を深めていきたいと改めて考えて
います。北薬大の学生の方々にも、ぜ
ひ力を貸して欲しいと思っています。

吉田　道央圏からみれば地方という
イメージが強いためでしょうか。来
年10月には、北見市で日本赤十字
社医学会総会がありますが、医師だ
けでなく看護師、薬剤師、理学療法
士・作業療法士等が一堂に集うとい
うスタイルで、とても刺激的です。こ
うしたアピールもしていく必要があ

ると考えています。
宇野　北見市では、薬剤師会と病院
薬剤師会が北見薬剤師会として一
緒に活動しているので、情報交換が
非常に盛んです。また医師会が主催
する講演会を薬剤師会が共催、参加
できるなど、研鑽の場もたくさんあり
ます。

広範なエリアをカバーするための地域医療、圏域の医療機関
との連携によるグループ医療の充実を図る鍵は薬剤師の専
門性にある──。
今回は、オホーツク地域の基幹病院である北見赤十字病院
を訪ね、吉田茂夫院長、宇野繁薬剤部長に、薬剤師の役割と
北見の環境について聞きました。

各 地 の 基 幹 病 院 に 聞 く

北見赤十字病院

域医療を支える
剤師の専門性

地域医療を支える
薬剤師の専門性

企画編集・発行： 北海道薬科大学 広報部

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。

〒047-0264 北海道小樽市桂岡町7番1号
TEL: 0134-62-1945   FAX: 0134-62-5161
HP: www.hokuyakudai.ac.jp
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C O N T E N T S

北海道薬科大学研究棟［B棟］完成 第3回オープンキャンパスのようす 自由科目セミナーで講義を受ける学生 JA北海道厚生連との調印式のようす 雪かきボランティア

●北海道薬科大学研究棟［B棟］が完成しました ●北海道厚生農業協同組合連合会と連携協定を締結 ●後期薬系企業研究会を開催 ●父母懇談会を開催
●第3回オープンキャンパスを開催 ●実験動物慰霊祭を執り行いました ●親子のための薬剤師体験セミナー・附属薬局見学会を開催 
●系列校「北薬大コース～薬剤師への道～」の体験授業を実施 ●秋山財団共催のアウトリーチ活動を行いました ●天使大学との連携公開講座で本学教員が講演 
●幕別町コミュニティカレッジで本学教員が講演 ●臨床薬理学会総会において本学教員が優秀演題賞を受賞
●自由科目セミナー「看護栄養学部生と学ぶ! 実践地域医療」を夕張市で実施 ●ボランティア活動を行っています ●雪かきボランティアを実施 ●ルーブリックに関する特別講演会を開催 
●北薬特別講演会を開催 ●赴任のご挨拶（武田香陽子講師） ●赴任のご挨拶（三原義広助教） ●本学奨学生（1年生）が決定 ●父母後援会奨学生証書授与式が開催される 
●学生部長表彰授与式を行いました ●退職教員 ●お悔やみ

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部

北薬大情報か つ ら [ K A T S U R A ]
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　10月に本学新校舎前田キャンパスの
研究棟［B棟］が完成しました。実習室（模
擬薬局、シミュレーター演習室、無菌注射
剤調製室、TDM室など）や、実験動物室、
中央機器室、多目的演習室、実験実習室、
教員実験研究室が配置されます。また、図
書学習室、薬学教育研究センター、教員
研究室などを配置し、卒業研究や自主学
習を行う学生が日常的に利用することが
できる施設になっています。

研究棟［B棟］館内エントランス付近

北海道薬科大学研究棟［B棟］が完成しました

左より渡辺学長、小野寺代表理事会長

　北海道薬科大学は北海道厚生農業協同
組合連合会と教育・研究に関する連携協定
を締結しました。調印式は11月14日（金）に
北海道厚生農業協同組合連合会で行われ、
北海道厚生農業協同組合連合会の小野寺
仁代表理事会長と本学の渡辺泰裕学長が
協定書にサインをしました。
　この協定は、「本学と道内各地に拠点病

北海道厚生農業協同組合連合会と連携協定を締結

院を持つ北海道厚生農業協同組合連合会
が相互に連携し、教育・研究と地域医療の
発展に寄与する」ことを目的としています。
これまでの学内実習への薬剤師派遣、テキ
ストの共同執筆、論文博士学位取得などの
実績をさらに発展させ、教育・研究に係る連
携事業を広く推進していく予定です。

研究棟［B棟］の外観

北海道科学大学
保健医療学部棟［C棟］

北海道薬科大学
共用講義棟［A棟］

北海道薬科大学
研究棟［B棟］
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　就職支援イベントの一つである薬系企
業研究会の平成26年度後期分を9月、10
月および12月にランチョンセミナー形式で
計9回開催いたしました。年々開催希望の
企業が増え、今期は16社による研究会が
実施されました。研究会では、薬局、病院
などの薬系企業の採用担当の方や本学出

後期薬系企業研究会を開催

父母懇談会を開催

第3回オープンキャンパスを開催

　10月5日（日）に、第3回オープンキャンパ
スを開催しました。
　学長挨拶・大学紹介および自由選択制の
模擬講義の後、注射器や乳鉢、軟膏台を
使って注射剤などの薬剤を混ぜ合わせて作
る「軟膏剤」、科学研究部の学生と、体内で
起こる化学現象を身近なものを使用して
わかりやすく学ぶ「科学実験」、医療現場で

　10月18日（土）、19日（日）および25日
（土）の3日間、本学および道内5地区（北見、
釧路、旭川、帯広、函館）、道外5地区（青森、
盛岡、秋田、仙台、東京）において、父母懇
談会を開催しました。今年度は359組のご
父母に参加いただき、日頃の学生生活や学
業について教員と個別懇談を行いました。
平成27年4月の本学移転に関しての質問
や相談もいただきました。本学会場では、

学生たちが日頃学んでいるキャンパスを
実際に見て、肌で感じていただきました。
昼食はいつも学生が利用している学食で
ランチの試食をしていただきました。
　来年度からは新校舎となります。ぜひ、
本学会場にお越しください。今後とも、ご父
母の皆様と密に連携をとりながら、学生を
支援していきます。

のシミュレーショントレーニングに用いる人
形（フィジコさん）を使い、呼吸音・瞳孔・心
電図の測定を行う「バイタルサイン測定」
など5つの体験実習を行いました。
　その他にも、在学生から授業や実務実習
などの学生生活を気軽に聞くことができる
在学生とのトークコーナー、薬の原料とな
る植物に実際に触れたり、匂いを嗅いだり

身の先輩が、企業の概要や薬剤師の業務
内容をはじめ、社会から望まれる薬剤師
像や将来への展望を熱く語ってください
ました。
　各回とも参加した学生は、熱心に担当者
の説明に耳を傾け、また、積極的な質疑応
答が行われていました。

することができる薬用植物園ツアーもあり、
いずれも盛況のうちに終了しました。
　次年度はいよいよ新校舎での開催となり
ます。本学および薬学への理解をより深めて
いただける内容でお待ちしております。

体験実習（患者コミュニケーション）のようす 薬用植物園ツアー体験実習（無菌調剤）のようす
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系列校「北薬大コース～薬剤師への道～」の
体験授業を実施

　本学の系列校である北海道尚志学園高等
学校の「北薬大コース～薬剤師への道～」の
体験授業を行い、10月9日（木）には北薬大
コース1年生63名と引率の先生2名、11月
17日（月）には北薬大コース2年生42名と引
率の先生3名が来学しました。

　参加者は実習内容や実習方法の説明を受け
た後、在学生よりレクチャーを受けながら、マウ
スを用いての鎮痛効果の確認や医薬品を合成
する化学実験などを行いました。生徒たちは大
学で使用する実験器具に触れながら、高校とは
異なる体験授業に真剣に取り組んでいました。

薬剤師による機器の説明 薬用入浴剤づくりのようす

化学実験実習のようす

親子のための薬剤師体験セミナー・附属薬局見学会を開催

　12月6日（土） に本学サテライトキャンパ
スで、薬剤師という仕事を知り、さらに興味
を持ってもらうことを目的に、札幌近郊の中
学生・高校生とその保護者を対象にした「親
子のための薬剤師体験セミナー・北海道薬
科大学附属薬局見学会」を開催しました。
　前半の講演では、本学の卒業生であり天
使病院で薬剤師として働く伊藤輝美氏が、
「病院薬剤師の仕事」について紹介しまし
た。次に、株式会社コムファ（なの花薬局）
に勤務する、同じく本学卒業生の灰野元啓
氏が「薬局薬剤師の仕事」について紹介し
ました。
　昼食後には、附属薬局見学会を行いまし
た。普段は見ることができない薬局の内側に
入って調剤に必要な機器の説明を受けたり、
実際の薬剤師が行う調剤のようすを見たり

して、感動したようすの参加者もいました。
　見学の待ち時間には、「血糖値の測定」、「薬
用入浴剤づくり」、「ルームフレグランスづく
り」、「血管年齢測定」の4つのなかから、興味
のあるものを選んで体験実習を行いました。
　参加者からは、「実際に病院や薬局で働

いている薬剤師さんにお話を聞くことがで
きて、とても勉強になりました」、「色々な体
験があって、『薬』についてたくさん学ぶこと
ができた」、「薬局のなかに入って、どんなこ
とが行われているのか知ることができて良
かった」などの声をいただきました。

　12月10日（水）に、祭壇を仮設した本学
会議室で、銭函豊足（とよたり）神社の後藤
聡子神主を招き、実験動物慰霊祭を執り
行いました。渡辺泰裕学長をはじめ関係教

実験動物慰霊祭を執り行いました

職員、大学院生、学部学生が多数参列し、
玉串を祭壇に捧げ、教育・研究に寄与した
実験動物の霊を慰めました。

4

か つ ら [ K A T S U R A ]

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報



講演する山下美妃准教授講演する山下浩准教授

天使大学との連携公開講座で本学教員が講演

授業を行う丹保教授 フィジカルアセスメントモデルの呼吸音を測定

秋山財団共催のアウトリーチ活動を行いました

　2月15日（日）、公益財団法人 秋山記
念生命科学振興財団との共催でアウト
リーチ活動を行いました。秋山財団は、北
海道を中心として「生命科学（いのち）を
つなぎ、いのちを育む」ための研究活動や
市民活動を幅広く推進・支援し、研究費・
活動費の助成を行っています。
　今回のアウトリーチ活動には、札幌大
谷高等学校の生徒7名と先生2名が参加
しました。また、秋山財団常務理事の宮
原正幸氏も出席されました。タイトルは
「生命現象を実感しよう」で、生命現象に
触れて、その不思議さと奥深さを実感す
ることを目的としました。江川祥子教授の
開会の挨拶の後、丹保好子教授が「生き
ている」に関する授業を行いました。続い
て第I部では、佐藤恵亮助教がフィジカ
ルアセスメントモデルの呼吸音・瞳孔・心

電図を測定する実習を行い、立浪良介准
教授が命を守るAED体験実習を実施し
ました。第II部では、丁野純男教授と戸上
紘平講師が実験動物（マウス）を用いて
正常な肺と病態臓器（肺がん）の切片を
比較観察する実験を行いました。
　参加者は、メモを取りながら、すべて
の実習に熱心に取り組んでいました。実

習の後には、全員でお弁当を食べなが
ら、一人ひとり感想を述べ合いました。こ
のアウトリーチ活動は、参加者に生命現
象を実感してもらうだけではなく、本学
教員にとっても、「いのち」を考える良い
機会となりました。

　天使大学・北海道薬科大学連携公開講座
「全体テーマ：いのちみつめて」を、8月21日
から9月18日の毎週木曜日に天使大学で開
催し、本学教員2名がそれぞれ9月4日と9月
18日に講演しました。
　9月4日（木）は医薬化学分野の山下浩准

教授が「薬用植物って漢方薬のこと？？植物
から創られる薬たち」と題して、本学の薬用
植物園の植物の紹介を交えながら、薬用植
物と漢方薬の違いや植物の成分から創られ
る薬について解説しました。
　9月18日（木）には臨床薬剤学分野の山下美

妃准教授が「お薬代が安くなる！？ジェネリック
医薬品について」と題して、ジェネリック医薬品
とは何か、ジェネリック医薬品の現状・活用法
などさまざまな例をあげて解説しました。
　受講者からは、終了時間を過ぎるほどの多
くの質問がありました。
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幕別町コミュニティカレッジで本学教員が講演

　9月24日（水）19時から、幕別町民会館
講堂において、第3回幕別町コミュニティ
カレッジ・第3回北海道科学大学出前講座
が行われ、本学の小松健一准教授が講演
しました。幕別町コミュニティカレッジは、
平成25年6月に締結した「北海道工業大
学（現 北海道科学大学）と幕別町の連携
協定」に基づき、北海道科学大学と幕別町
教育委員会が主催、北海道薬科大学、北
海道科学大学雪嶺会十勝支部の後援によ

り昨年に引き続き開催されたものです。
　講演は「伝統医学について考える～未
病を治す漢方医学やサプリメントの利用
について考える～」と題し、医薬品と健康
食品の違いや漢方薬・漢方医学などにつ
いて説明を行いました。
　参加した22名の受講者の皆さんは熱
心に耳を傾けていました。また、講義終了
後には、たくさんの質問がありました。

臨床薬理学会総会において本学教員が優秀演題賞を受賞

　本学教員の山下美妃准教授（臨床薬
学系・臨床薬剤学分野）が、第35回日本
臨床薬理学会総会（12月4日（木）～6日
（土）、愛媛県松山市にて開催）において
優秀演題賞を受賞しました。
　山下准教授は、「局所麻酔薬の頭皮下

投与後の血中濃度」のタイトルで、頭皮
下投与後における薬物の循環血への移
行動態についてポスター発表しました。
これまでにあまり報告のない内容が臨床
薬理学における優れた業績であると評価
されました。

自由科目セミナー
「看護栄養学部生と学ぶ! 実践地域医療」を夕張市で実施

　昨年度に引き続き、自由科目セミナー「看
護栄養学部生と学ぶ！実践地域医療」（担
当：坂東勉准教授、伊東佳美講師）を平成
26年9月3日（水）～5日（金）の3日間にわた
り、本学の連携協定施設である夕張医療セ
ンターで実施しました。
　本セミナーは、高齢化の著しい夕張市で地
域医療や多職種連携の重要性を実際に体験
することにより、「医療専門職として今後何が
必要とされているのか？」、「何を行わなけれ
ばならないのか？」を学ぶことを目的としてい
ます。本セミナーには本学の2、3年生10名

と、本学と連携協定を締結している天使大学
の栄養学科の4年生2名の計12名が参加し
ました。学生たちは診療所のスタッフとともに
患者宅を訪問し、訪問診療、訪問看護、訪問
薬剤管理指導、管理栄養士による食事指導
を見学することで在宅医療についての理解を
深めました。今年は、地域医療や、多職種連
携に関する事前調査を充実させ、セミナー終
了後には学生同士の討論会も行いました。
　学生は、地域医療・在宅医療を体験するこ
とにより、今後自分が行うべき将来のビジョ
ンを明確にしていました。
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　2月10日（火）、本学桂青会地域連携局
が、恒例の雪かきボランティアを実施し、学
生46名と教職員15名の計61名が参加し
ました。事前に希望のあった個人宅、本学
のスクールバス発着所として日頃よりお世
話になっているJR銭函駅、およびその周辺
の雪かきを行いました。
　桂岡・銭函地区においての雪かきボラン
ティアは今年度で最後ということもあり、参
加した学生たちは例年以上の熱意で、寒い
中、充実した汗を流していました。

雪かきボランティアを実施

参加した学生および教職員で記念撮影

　11月13日（木）、本学418講義室において、
京都大学大学院教育学研究科の渡邊洋子
准教授をお招きし、「学生の学びをどう評価
するか－ルーブリックの効果的な導入・活用
に向けて－」と題した特別講演会を開催し
ました。
　ルーブリックとは学習の到達状況を評価
するための基準表のことで、評価項目である
「観点」と、評定段階の区分である「尺度」と
その到達水準の具体例の記述である「評価
基準」からなっています。主に、客観テストに
馴染まない実習やレポートなどの評価に用

ルーブリックに関する特別講演会を開催

ボランティア活動を行っています
　毎年、高梨香織准教授クラスの学生で協
力し、ペットボトルのキャップなどを収集して
エコキャップ推進協会に送付しています。こ
こで集められたキャップ類は、途上国の子供
たちのポリオワクチンや車椅子代となります。

　今回、大学内の清掃業者の方々にも協力
していただき、リングプル10.7kg、キャップ
73.7kg（31,691個）を集めました。
　今後も、様々なボランティア活動に参加し
ていきます。

いられます。また、事前にルーブリックを示
すことで、学習者にとっての学びのガイドラ
インになるというメリットもあります。
　講演会では、ルーブリックの概要説明と、
実際に各教員が担当している科目などを想
定してルーブリックを作成するミニワーク
ショップが行われました。教員主導ではなく、
学生の自己主導型学習をキーワードとした
内容で、大きな示唆を得ることができました。
終了後も複数の教員から多くの質問や相談
が出るなど、関心の高さもうかがえました。

参加した高梨准教授と学生たち
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　418講義室において、年間5回に分けて、第102～106回北薬特別講演会を開催しまし
た。これは、学部学生、大学院生および教職員を対象に、海外留学の帰朝報告や教育研究奨
励費の結果報告、新任教員による研究紹介などを目的として毎年開催しているものです。
　どの講演も、多くの学生および教職員が参加し、熱心に耳を傾けていました。
　講演内容は以下のとおりです。

水上 徳美 准教授

平成25年度 海外留学帰朝報告

平成25年度 奨励費結果報告

平成25年度 奨励費結果 及び 海外研修報告

平成25年度 本学教育研究奨励費結果報告

平成25年度 奨励費結果 及び 平成26年度 海外研修報告

平成26年度 海外研修報告

「Parthenolideの全合成研究」

戸田 貴大 教授

和田 浩二 教授

大野 裕昭 准教授

立浪 良介 准教授

髙栗 郷 准教授

「アラキドン酸代謝に対するアンジオテンシンII受容体拮抗薬の阻害強度」

「ジテルペノイドアルカロイドの化学と生理活性に関する研究」

「単位実質化をめざしLMSを利用した授業実践」

「血管新生に対するヘキソキナーゼⅡの影響」

「インスリンシグナル伝達におけるADAM17の機能的役割」

平成26年度 新任教員研究紹介

北薬特別講演会を開催

猪爪 信夫 教授

黒澤 菜穂子 教授

丁野 純男 教授

山田 惠 教授

戸上 紘平 講師

「双胎妊婦とその新生児におけるリトドリン体内動態」

「Characteristics and work settings of community pharmacists in Hokkaido,
 Japan: a comparison of urban and rural locations.」

「イムノリポソームは動脈硬化血管壁へのドラッグキャリアーとして有用である」

「薬学部生の英語に対する好き嫌い意識と学習モチベーションに関わる要因の調査」

「Intrapulmonary pharmacokinetics of aerosolized drugs in animals 
 with bleomycin-induced pulmonary fibrosis」

大野 拓恵 教授

若命 浩二  准教授

武田 香陽子 講師

佐藤 恵亮 助教

中田 章史 講師

「英語文章を『読む』とは？―実証的研究と教育現場をつなぐ―」

「天然由来生体調節物質の可能性　これまでの研究生活を振り返って」

「大腸発癌に関わるWntシグナル関連タンパク質発現の臨床病理学的解析」

「シュワン細胞における糖化反応生成物及び糖尿病性神経障害治療薬の影響」

三原 義広 助教 「汚染物質の吸着後水面で回収可能な新規吸着材料の開発」

「放射性物質汚染地域に生息するアカネズミの生物影響解析」

「本学の教育活動を研究対象とした学術論文化の推進」

「アルキン-コバルト錯体を活用した連続的な環化反応の検討」

「ホウ素試薬を利用したマクロライドの全合成研究」

櫻井 秀彦 教授

金田 京介 講師

鈴木 裕治 講師
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　平成26年4月1日付けで薬学教育分野
の講師として赴任いたしました武田香陽子
と申します。私は平成10年3月に本学を卒
業した21期生です。学部卒業後は本学大
学院に進学し、医療薬剤学教室にて前学長
である大和田榮治先生のご指導のもと、
「モルヒネおよびその代謝物の薬物体内動
態の研究」を行いました。
　その後、慶應義塾大学病院に勤務して抗
菌薬のTDM（治療薬物モニタリング）に従
事し、平成16年同大学医学部助手として、
癌研究をすることになりました。その後、癌
研究の基礎を習得しようと、平成17年に北
海道大学医学部腫瘍内科学分野（秋田弘
俊教授）の研究生となり、同時に株式会社
アインファーマシーズで薬局薬剤師として

勤務し、管理薬剤師も経験いたしました。平
成22年には北海道大学医学部腫瘍内科学
分野にて「大腸発癌に関わるWntシグナル
関連タンパク質発現の臨床病理学的解析」
で医学博士号を取得いたしました。学位取
得後は教育に関わりたいと強く思うように
なり、株式会社日本調剤に入社し、薬局で
指導薬剤師として学生の実務実習に関わっ
てまいりました。
　現在、私は総合演習、実習Ⅵ、事前実習Ⅰ、
事前実習Ⅲなどを担当しております。特に、実
習は薬剤師としてのスキルや心構えを修得す
る上でも重要となります。今までの私の経験
を生かし、臨床の基礎を学生に伝えていけれ
ばと考えております。今後ともご指導、ご鞭撻
を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

薬学教育分野　講師　武田 香陽子赴任のご挨拶

赴任のご挨拶

　平成26年4月1日付けで基礎薬学系医薬
化学分野の助教として赴任しました三原義
広と申します。本学での講義は分析化学I、
演習III、Ⅳおよび実習I、IIを担当しております。
　私は、平成19年に旭川工業高等専門学
校専攻科を卒業した後、北海道大学大学院
環境学院に進学し、修士課程、博士課程を
経て平成26年に学位を取得しました。大学
院では、地球環境科学研究院の環境物質
科学専攻（生体物質科学分野）に所属し、
生体と水環境の関わりを分子レベルで分析
することをめざし、生体が作り出す物質など
の化学的特性や機能を調べるとともに、生
体システムを利用・模倣した環境の浄化法
や修復材料の開発をテーマとしたさまざま
な研究に参加しました。博士課程では、化
学物質の吸着や放出によって比重や浮力が
制御され、水底から水面の間を鉛直回遊で
きる複合材料を構想し、「汚染物質の吸着
後水面で回収可能な新規吸着材料の開
発」という学位論文を提出し、博士号を取
得しました。
　今後の研究活動の抱負は、これまでの水
環境化学に関わる分析化学や材料科学的
な内容を継続して深めていくと同時に、新た

に天然物化学や医薬化学をできるだけ多く、
かつ学際的に研究していくことです。具体的
には、①発光認識試薬や電気化学的手法を
応用したホルモンや医薬品等の検出や分析
方法の開発、②天然素材を用いるがん化学
予防のためのサプリメントなどの開発、③生
物活性物質による生物の複製・機能・代謝
機構の解明などを構想しています。私は、薬
の働きが生命にもたらす不思議を学生とと
もに解き明かし、得られた研究成果が患者
の方々の改善にどのように貢献できるか、た
ゆまない好奇心と使命感をもって教育と研
究に挑戦します。私の教育における抱負は、
北海道薬科大学の教育理念と目標を尊重し、
学生自らが進んで教育課程で必達すべき課
題に対して解決策を探っていける素養と活
力を身につけられるように、さまざまな工夫
や努力をすることです。とくに、①一般教育
として、化学や分析化学、医薬化学の講義お
よび技術的な教育をしっかり行います。②ク
ラス担任として、実習課程および卒業研究
の研究生に対し、実習先や教員、保護者と連
携しながら適切なアドバイスや情報を双方
に提供します。③教育課程または課外活動
を通じて、学際的な視野を広げる機会を積

極的につくり、学生自らが薬剤師としての進
むべき方向を模索することができるように
努力します。私は北海道薬科大学の教員と
して、失うことのないやる気と笑顔で、学生
一人ひとりの良いところを見出し、いたわり、
一度決めたことは明るく前向きに最後まで
やり通す姿勢を貫き、学生にとって優れた学
びの場を提供します。
　以上の抱負を掲げ、北海道薬科大学のさ
らなる発展に貢献できるように全力で取り
組んでいきます。今後ともご指導、ご鞭撻を
賜りますようお願いいたします。

医薬化学分野　助教　三原 義広
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　本学入学後の前期に優秀な成績を収め、かつ人物優秀者と認めら
れた1年生10名が、平成26年度の本学奨学生（1年生）に決定しま
した。これにともない、10月15日（水）に本学会議室において証書授
与式を行い、奨学金6万円を給付しました。奨学生は次の10名です。

　本学父母後援会奨学金規程に基づい
た平成26年度の奨学生20名が決定
し、12月4日（木）、418講義室において
奨学生証書授与式が行われました。 父

母後援会奨学金制度は、学業・人物とも
に優れ、経済的理由により修学困難な
学生20名に奨学金10万円を給付する
もので、平成21年度に設立されました。 

　授与式では、伊藤良二父母後援会会
長より奨学生証書が授与され、お祝いと
激励の言葉がありました。

　1月7日（水）、本学の大会議室において、学生部長表彰の授与式を
行いました。
　今回の受賞団体である「弓道部」は、10月18日（土）・19日（日）に
行われた、第60回全道学生弓道争覇戦において、男子4部リーグに
4名が出場し、みごと優勝を果たしました。課外活動において優れた
成績を収めた栄誉に対し、丹保学生部長から表彰状および記念品が
手渡されました。

学長、学生部長と本年度奨学生

左より、丹保学生部長、優勝した弓道部の部員たち、顧問の櫻井教授

学部奨学生　1年

菊地 良介、 後藤 奨一、 作間 脩平、 須佐 紳之介、 
高橋 拓也、 多田 亜沙実、 谷川　夢、 橋本 佳奈、 
松下 花音、 安井 亜砂美

本学奨学生（1年生）が決定

父母後援会奨学生証書授与式が開催される

学生部長表彰授与式を行いました
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退職教員

　昭和50年4月に生化学講座の助手として
本学に着任され、平成14年に教授として生
物学研究室（現 自然科学分野）に移られま
した。授業は「生化学」、「生物学」、「地球環
境学」を担当されました。研究テーマは「活
性酸素と炎症」で、生体酸化における鉄（ブ

レオマイシン鉄あるいはアドリアマイシン
鉄）の本質的な役割が酸素分子O-Oを切断
することにあることを示しました。退職後も
「読」みかつ「書」き、ナチュラリストとして自
然から学ぶことを希望しておられます。

三浦 俊明教授（自然科学分野）

　昭和53年４月に一般教育・ドイツ語講師
として本学に着任され、エネルギッシュなド
イツ語授業には定評がありました。平成15
年より現職となっています。授業はドイツ語
のほかに「薬学英語」、「英語」なども担当さ
れ、外国語教育に尽力されました。主な研究

テーマは、「現代ドイツ文法理論」、「外国語
教育研究」で、北海道ドイツ文学会会長や
日本独文学会北海道支部長を歴任され、社
会的な活動でも活躍されました。

神 久聡教授（人文社会・体育学分野）

　平成17年4月に基礎教育部・生物学分野
の教授として着任し、平成24年4月より現
職の分野配置となりました。平成18年度か
ら平成21年度までは薬剤師国家試験対策
の責任者として、本学の合格率東北以北1
位を維持することに貢献しました。教育にお

いては、「代謝毒性学」、「衛生化学Ⅱ」、「免
疫学」などを担当しました。主な研究テーマ
は「必須微量元素セレン含有タンパク質の
機能と病態との関係」で、複数のセレン含有
タンパク質を発見し、それらの構造と機能を
初めて明らかにしました。

高橋 和彦教授（自然科学分野）

　本学1期生であり、博士後期課程修了後、
昭和63年4月に毒物学研究室の助手として
着任しました。平成12年4月、新設した薬学
教育センターに移られ、平成26年4月より
現職となっています。主な研究テーマは、「薬
学教育の改善に関する調査研究」でした。

教育において、1～3年次の演習、実習を通
して学生の基礎学力向上を目指すとともに、
4年次の「実務実習事前学習II」や6年次の卒
業延期生に対する「総合演習」を担当し、実
務実習を履修するうえで必要な知識や卒業
に必要な学力の修得を支援しました。

石突 諭教授（薬学教育分野）

　平成12年4月に基礎教育部・語学分野の
講師として本学に着任され、平成20年4月
より現職となっております。教育では、1～3
年次「薬学英語（Ⅰ～Ⅴ）」、「英語（Ⅱ、Ⅲ、Ⅴ、 
Ⅵ）」、「実用英会話」、6年次「演習Ⅸ」のほ
か、自由科目セミナー「楽しい薬剤師」や「フ
ランス語入門」、「医療通訳入門」などを担
当されました。主な研究テーマは、「日本語

母語話者における英語のリーディング習得
と書字認知方法の研究」および「薬剤師養
成のためのESP（English for specific 
purposes）プログラム構築」でした。前者
のテーマでは、平成19、20年度と平成22
～24年度の日本学術振興会委託研究対象
となりました。退職後も、本学の非常勤教員
として、引き続き英語教科を担当されます。

山田 惠教授（人文社会・体育学分野）

本年3月31日をもって、退職される先生をお知らせします。
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お悔やみ

大和田 榮治 前学長がご逝去されました

　本学前学長の大和田 榮治 名誉教授が、平成26
年11月27日（木）にご逝去されました（享年73歳）。
謹んでご冥福をお祈りいたします。

高木 英利 教授がご逝去されました

　本学基礎教育系・自然科学分野の高木 英利教授
が、平成27年2月14日（土）にご逝去されました
（享年64歳）。 謹んでご冥福をお祈りいたします。

C
A

FE

手稲・前田 “仲間と語りあえる場所、 楽しめる場所”

今回の特集は、移転先の札幌市手稲区にスポットを当てました。

NAVI

SSSSSSSS
PPP

OOOOO
TTTTTT 札幌市の南西部に広がる丘陵地や、北東部の農

地、草地などを活かし、札幌の市街地を緑の帯で
囲もうという「環状の夢グリーンベルト構想」。
『前田森林公園』は、この構想に基づいてつくられ
たもので、1982（昭和57）年から10年にわたっ
て整備が行われました。一番の特徴は、手稲山に
向かって真っすぐに伸びるカナール。これは、全
長600m、幅15mもの規模をもつ運河で、どこか
ヨーロッパの街に迷いこんだような異国情緒あ
ふれる景観となっています。面積の半分を森林が
占める『前田森林公園』。夏はウォーキング、冬に

はクロスカントリースキーなども楽しめる、絶好
の憩いスポットです。

1977（昭和52）年。当時はまだ、周囲に草地が広がっていた手稲前
田地区にオープンし、40年近い歴史を刻む喫茶店です。昭和の風情
たっぷりの店内は「’80年代までは、北海道工業大学（現 北海道科
学大学）の学生で連日賑わっていました」とは店主の大木さん。時代
が変わり、当時の賑わいは今は見られないと、しみじみと語ります。
場所は、北海道科学大学のすぐ裏。ファストフードやコンビニではな
く、たまには、落ち着きの喫茶店時間、過ごしてみませんか。

札幌市手稲区前田6条16丁目17-11
☎011-683-3917
10：00～18：30（日曜定休）

かつての学生の賑わいが片隅に残る

赤ひげ喫茶

ヨーロッパにいるような、600mの運河の景観前田森林公園

企画編集・発行： 

〈平成27年4月より〉

北海道薬科大学 広報部

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。

〒006-8585 北海道札幌市手稲区前田7条15丁目4-1
TEL: 011-688-7187
HP: www.hokuyakudai.ac.jp

か つ ら [ K A T S U R A ]

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報
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